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一
　
平
氏
政
府

　
　
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
。
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
、

　
　
盛
者
必
衰
の
理
を
現
す
。
驕
れ
る
者
久
し
か
ら
ず
、
唯
春
の
夜
の
夢
の

　
　
如
し
。

流
石
に
曠
世
の
驕
児
入
道
相
国
が
、
六
十
余
州
の
春
を
し
て
、
六
波
羅
の
朱

門
に
漲
ら
し
め
た
る
、
平
門
の
栄
華
も
、
定
命
の
外
に
出
づ
べ
か
ら
ず
。
荘

園
天
下
に
半
し
て
子
弟
殿
上
に
昇
る
も
の
六
十
余
人
、
平
大
納
言
時
忠
を
し

て
、
平
門
に
あ
ら
ず
ン
ば
人
に
し
て
人
に
あ
ら
ず
と
、
豪
語
せ
し
め
た
る
は
、

平
氏
が
空
前
の
成
功
也
。
而
し
て
平
氏
自
身
も
亦
其
成
功
の
為
に
仆
る
べ
き
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数
を
担
ひ
ぬ
。

天
下
太
平
は
武
備
機
関
の
制
度
と
両
立
せ
ず
。
生
産
的
発
展
は
争
乱
の
時
代

と
並
存
せ
ず
。
今
や
平
氏
の
成
功
は
、
其
武
備
機
関
の
制
度
と
両
立
す
る
能

は
ざ
る
天
下
太
平
を
齎
せ
り
。
天
下
太
平
は
物
質
的
文
明
の
進
歩
を
齎
し
、

物
質
的
文
明
の
進
歩
は
富
の
快
楽
を
齎
せ
り
。
単
に
富
の
快
楽
を
齎
せ
る
の

み
な
ら
ず
、
富
の
渇
想
を
齎
せ
り
。
単
に
富
の
渇
想
を
齎
せ
る
の
み
な
ら
ず
、

又
実
に
富
の
崇
拝
を
齎
し
来
れ
り
。
長
刀
短
褐
、
笑
つ
て
死
生
の
間
に
立
て

る
伊
勢
平
氏
の
健
児
を
中
心
と
し
て
組
織
し
た
る
社
会
に
し
て
、
是
に
至
る
、

焉
ぞ
傾
倒
を
来
さ
ざ
る
を
得
む
や
。
平
氏
が
藤
門
の
長
袖
公
卿
を
追
ひ
て
一

門
廟
廊
に
満
つ
る
の
成
功
を
恣
に
せ
る
は
、
唯
彼
等
が
剛
健
な
り
し
を
以
て

也
。
唯
彼
等
が
粗
野
な
り
し
を
以
て
也
。
唯
彼
等
が
菜
根
を
噛
み
得
し
を
以
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て
也
。
詳
に
云
へ
ば
、
唯
彼
等
が
、
東
夷
西
戎
の
遺
風
を
存
せ
し
を
以
て
也
。

彼
等
は
富
貴
の
尊
ぶ
べ
き
を
知
ら
ず
、
彼
等
は
官
爵
の
拝
す
べ
き
を
解
せ
ず
、

彼
等
は
唯
、
馬
首
一
度
敵
を
指
せ
ば
、
死
す
と
も
亦
退
く
べ
か
ら
ざ
る
を
知

る
の
み
。
し
か
も
往
年
の
高
平
太
が
一
躍
し
て
太
政
大
臣
の
印
綬
を
帯
ぶ
る

や
、
彼
等
は
彼
等
を
囲
繞
す
る
社
会
に
、
黄
金
の
勢
力
を
見
、
紫
綬
の
勢
力

を
見
、
王
笏
の
勢
力
を
見
た
り
。
彼
等
は
、
管
絃
を
奏
づ
る
公
子
を
見
、
詩

歌
を
弄
べ
る
王
孫
を
見
、
長
紳
を
拖
け
る
月
卿
を
見
、
大
冠
を
頂
け
る
雲
客

を
見
た
り
。
約
言
す
れ
ば
彼
等
は
始
め
て
富
の
快
楽
に
接
し
た
り
。
富
の
快

楽
は
富
の
渇
想
と
な
り
、
富
の
渇
想
は
忽
に
富
の
崇
拝
と
な
れ
り
。

海
賊
と
波
濤
と
を
敵
と
せ
る
伊
勢
平
氏
の
子
弟
に
し
て
、
是
に
至
る
、
誰
か

陶
然
と
し
て
酔
は
ざ
る
を
得
る
も
の
ぞ
。
然
り
、
彼
等
は
泥
の
如
く
に
酔
へ
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り
。
恰
も
南
下
漢
人
を
征
せ
る
、
拓
跋
魏
の
健
児
等
が
、
其
北
狄
の
心
情
を

捨
て
て
、
悠
々
た
る
中
原
の
春
光
に
酔
へ
る
が
如
く
、
彼
等
も
亦
富
の
快
楽

に
沈
酔
し
た
り
。
於
是
、
彼
等
は
其
長
紳
を
拖
き
、
其
大
冠
を
頂
き
、
其
管

絃
を
奏
で
、
其
詩
歌
を
弄
び
、
沐
猴
に
し
て
冠
す
る
の
滑
稽
を
演
じ
つ
つ
、

し
か
も
彼
者
自
身
は
揚
々
と
し
て
天
下
の
春
に
謳
歌
し
た
り
。

野
猪
も
飼
は
る
れ
ば
痴
豚
に
変
ず
。
嘗
て
、
戟
を
横
へ
て
、
洛
陽
に
源
氏
の

白
旄
軍
を
破
れ
る
往
年
の
髭
男
も
、
一
朝
に
し
て
、
紅
顔
涅
歯
、
徒
に
巾
幗

の
姿
を
弄
ぶ
三
月
雛
と
な
り
了
ン
ぬ
。

一
言
す
れ
ば
、
彼
等
は
武
士
た
る
の
実
力
を
す
て
て
、
武
士
た
る
の
虚
名
を

擁
し
た
り
き
。
武
士
た
る
の
習
練
を
去
り
て
、
武
士
た
る
の
外
見
を
存
し
た

り
き
。
平
氏
の
成
功
は
天
下
太
平
を
齎
し
、
天
下
太
平
は
平
氏
の
衰
滅
を
齎
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す
。

彼
等
が
か
く
の
如
く
、
長
夜
の
惰
眠
に
耽
り
つ
ゝ
あ
り
し
に
際
し
、
時
勢
は

駸
々
と
し
て
黒
潮
の
如
く
、
革
命
の
気
運
に
向
ひ
た
り
き
。
あ
ら
ず
、
精
神

的
革
命
は
、
既
に
冥
黙
の
間
に
成
就
せ
ら
れ
し
也
。

平
氏
の
盛
運
は
、
藤
原
氏
の
衰
運
な
り
き
。
法
性
寺
関
白
を
し
て
「
此
世
を

ば
我
世
と
ぞ
思
ふ
」
と
揚
言
せ
し
め
た
る
、
藤
門
往
年
の
豪
華
は
遠
く
去
り

て
、
今
や
幾
多
の
卿
相
は
、
平
氏
の
勃
興
す
る
と
共
に
、
彼
等
が
漸
、
西
風

落
日
の
悲
運
に
臨
め
る
を
感
ぜ
ざ
る
能
は
ざ
り
き
。
嘗
て
彼
等
が
夷
狄
を
以

て
遇
し
た
る
平
氏
は
、
却
て
彼
等
を
遇
す
る
に
掌
上
の
傀
儡
を
以
て
せ
む
と

し
た
る
に
あ
ら
ず
や
。
嘗
て
彼
等
が
、
地
下
の
輩
と
卑
め
た
る
平
氏
は
、
却

て
彼
等
を
し
て
其
残
杯
冷
炙
に
甘
ぜ
し
め
む
と
し
た
る
に
あ
ら
ず
や
。
而
し
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て
嘗
て
屡
〻
京
童
の
嘲
笑
を
蒙
れ
る
、
布
衣
韋
帯
の
高
平
太
は
、
却
て
彼
等

を
し
て
其
足
下
に
膝
行
せ
し
め
む
と
し
た
る
に
あ
ら
ず
や
。
約
言
す
れ
ば
、

彼
等
は
遂
に
彼
等
対
平
氏
の
関
係
が
、
根
柢
よ
り
覆
さ
れ
た
る
を
、
感
ぜ
ざ

る
能
は
ざ
り
き
。
典
例
と
格
式
と
を
墨
守
し
て
、
悠
々
た
る
桃
源
洞
裡
の
逸

眠
を
貪
れ
る
彼
等
公
卿
に
し
て
、
か
ゝ
る
痛
烈
な
る
打
撃
の
其
政
治
的
生
命

の
上
に
加
へ
ら
れ
た
る
を
見
る
、
焉
ぞ
多
大
の
反
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
む
や
。

然
り
、
彼
等
は
平
氏
に
対
し
て
、
は
た
入
道
相
国
に
対
し
て
、
漸
く
に
抑
ふ

べ
か
ら
ざ
る
反
感
を
抱
く
に
至
れ
り
。
彼
等
は
秩
序
的
手
腕
あ
る
大
政
治
家

と
し
て
の
入
道
相
国
を
知
ら
ず
。
唯
、
鎌
倉
時
代
の
遊
行
詩
人
た
る
琵
琶
法

師
を
し
て
、
「
伝
へ
承
る
こ
そ
、
言
葉
も
心
も
及
ば
れ
ね
」
と
、
驚
歎
せ
し

め
た
る
、
直
情
径
行
の
驕
児
と
し
て
の
入
道
相
国
を
見
た
り
。
権
勢
摂
籙
の
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家
を
凌
ぎ
、
一
門
悉
、
青
紫
に
列
る
の
横
暴
を
恣
に
せ
る
平
氏
の
中
心
的
人

物
と
し
て
の
入
道
相
国
を
見
た
り
。
狂
悖
暴
戻
、
余
り
に
其
家
門
の
栄
達
を

図
る
に
急
に
し
て
彼
等
が
荘
園
を
奪
つ
て
毫
も
意
と
せ
ざ
り
し
、
よ
り
大
胆

な
る
シ
ー
ザ
ー
と
し
て
の
入
道
相
国
を
見
た
り
。
是
豈
彼
等
の
能
く
忍
ぶ
所

な
ら
む
や
。

彼
等
が
平
氏
に
対
し
て
燃
ゆ
る
が
如
き
反
感
を
抱
き
、
平
氏
政
府
を
寸
断
す

べ
き
、
危
険
な
る
反
抗
的
精
神
を
し
て
、
霧
の
如
く
当
時
の
宮
廷
に
漲
ら
し

め
た
る
、
寧
ろ
当
然
の
事
と
な
さ
ざ
る
を
得
ず
。
か
く
の
如
く
に
し
て
革
命

の
熱
血
は
沸
々
と
し
て
、
幾
多
長
袖
の
カ
シ
ア
ス
が
脈
管
に
潮
し
来
れ
り
。

是
平
氏
が
其
運
命
の
分
水
嶺
よ
り
、
歩
一
歩
を
衰
亡
に
向
つ
て
下
せ
る
も
の

に
あ
ら
ず
や
。
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し
か
も
平
氏
は
独
り
、
公
卿
の
反
抗
を
招
き
た
る
の
み
な
ら
ず
、
王
荊
公
に

髣
髴
た
る
学
究
的
政
治
家
、
信
西
入
道
が
、
袞
竜
の
御
衣
に
隠
れ
た
る
黒
衣

の
宰
相
と
し
て
、
屡
〻
謀
を
帷
幄
の
中
に
め
ぐ
ら
し
し
よ
り
以
来
、
寒
微
の

出
を
以
て
朝
栄
を
誇
と
し
た
る
院
の
近
臣
も
亦
、
平
氏
に
対
す
る
恐
る
べ
き

勁
敵
な
り
き
。
彼
等
は
素
よ
り
所
謂
北
面
の
下
臈
に
す
ぎ
ず
と
雖
も
、
猶
竜

顔
に
咫
尺
し
て
、
日
月
の
恩
光
に
浴
し
、
一
旦
簡
抜
を
辱
う
す
れ
ば
、
下
北

面
よ
り
上
北
面
に
移
り
、
上
北
面
よ
り
殿
上
に
進
み
、
遂
に
は
親
し
く
、
廟

堂
の
大
権
を
も
左
右
す
る
に
至
る
。
か
く
の
如
き
北
面
の
位
置
が
、
自
ら
大

胆
に
し
て
、
し
か
も
、
野
心
あ
る
才
人
を
糾
合
し
た
る
は
、
蓋
又
自
然
の
数

也
。
而
し
て
此
梁
山
泊
に
集
れ
る
十
の
智
多
星
、
百
の
霹
靂
火
が
平
氏
の
跋

扈
を
憎
み
、
入
道
相
国
の
専
横
を
怒
り
、
手
に
唾
し
て
一
挙
、
紅
幟
の
賊
を
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仆
さ
む
と
試
み
た
る
、
亦
彼
等
が
位
置
に
、
頗
る
似
合
た
る
事
と
云
は
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
し
か
も
彼
等
は
近
く
、
平
治
乱
に
於
て
、
源
左
馬
頭
の
梟
雄
を

以
て
す
る
も
、
猶
彼
等
の
前
に
は
、
敗
滅
の
恥
を
蒙
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
を

見
た
り
。
七
世
刀
戟
の
業
を
継
げ
る
、
源
氏
の
長
者
を
以
て
す
る
も
、
亦
斯

く
の
如
し
。
平
門
の
小
冠
者
を
誅
す
る
は
目
前
に
あ
り
と
は
、
彼
等
が
、
竊

に
恃
め
る
所
な
り
き
。
名
義
上
の
勢
力
に
於
て
も
、
外
戚
た
る
平
氏
に
劣
ら

ず
、
事
実
上
の
勢
力
に
於
て
も
荘
園
三
十
余
州
に
及
ぶ
平
氏
に
多
く
遜
ら
ざ

る
彼
等
に
し
て
、
か
く
の
如
き
自
信
を
有
す
。
彼
等
が
成
功
を
万
一
に
僥
倖

し
て
、
剣
を
按
じ
て
革
命
の
風
雲
を
飛
ば
さ
む
と
試
み
た
る
、
元
よ
り
是
、

必
然
の
事
の
み
。
試
に
思
へ
、
西
光
法
師
が
、
平
氏
追
討
の
流
言
あ
る
を
聞

い
て
、
白
眼
瞋
声
、
「
天
に
口
な
し
人
を
以
て
云
は
し
む
る
の
み
」
と
慷
慨
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し
た
る
当
時
の
意
気
を
。
傍
若
無
人
、
眼
中
殆
ん
ど
平
氏
な
し
。
彼
は
院
の

近
臣
の
心
事
を
、
最
も
赤
裸
々
に
道
破
せ
る
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
し
か
も
、

彼
等
の
密
邇
し
奉
れ
る
後
白
河
法
皇
は
、
入
道
信
西
を
し
て
、
「
反
臣
側
に

あ
る
を
も
知
ろ
し
め
さ
ず
。
そ
を
申
す
者
あ
る
も
、
毫
も
意
と
し
給
は
ざ
る

程
の
君
也
」
と
評
せ
し
め
た
る
、
極
め
て
敢
為
の
御
気
象
に
富
み
給
へ
る
、

同
時
に
又
、
極
め
て
術
数
を
好
み
給
ふ
君
主
に
、
お
は
し
ま
し
き
。
か
く
の

如
き
法
皇
に
し
て
、
か
く
の
如
き
院
の
近
臣
に
接
し
給
ふ
、
欝
勃
た
る
反
平

氏
の
空
気
が
、
遂
に
恐
る
べ
き
陰
謀
を
生
み
出
し
た
る
、
亦
怪
む
に
足
ら
ざ

る
也
。
此
時
に
於
て
、
隠
忍
、
軽
悍
、
驕
妬
の
謀
主
、
新
大
納
言
藤
原
成
親

が
、
治
承
元
年
山
門
の
争
乱
に
乗
じ
、
名
を
後
白
河
法
皇
の
院
宣
に
藉
り
、

院
の
嬖
臣
を
率
ゐ
て
、
平
賊
を
誅
せ
む
と
し
た
る
が
如
き
、
其
消
息
の
一
端
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を
洩
し
た
る
も
の
な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
小
松
内
大
臣
が
「
富
貴
の

家
禄
、
一
門
の
官
位
重
畳
せ
り
。
猶
再
実
る
木
は
其
根
、
必
傷
る
ゝ
と
も
申

し
き
。
心
細
く
こ
そ
候
へ
」
と
、
入
道
相
国
を
切
諫
し
た
る
、
素
よ
り
宜
な

り
。
若
し
夫
、
唯
機
会
だ
に
あ
ら
し
め
ば
、
弓
を
ひ
い
て
平
氏
政
府
に
反
か

む
と
す
る
も
の
、
豈
独
り
、
院
の
近
臣
に
止
ら
む
や
。
一
葉
落
ち
て
天
下
の

秋
を
知
る
。
平
治
の
乱
以
来
、
茲
に
十
八
星
霜
、
平
氏
は
此
陰
謀
に
於
て
、

始
め
て
其
存
在
の
価
値
を
問
は
む
と
す
る
も
の
に
遭
遇
し
た
り
。
是
、
寿
永

元
暦
の
革
命
が
、
漸
く
に
其
光
茫
を
現
さ
む
と
す
る
を
徴
す
る
も
の
に
あ
ら

ず
や
。

か
く
の
如
く
に
し
て
、
平
氏
政
府
は
、
浮
島
の
如
く
、
其
根
柢
よ
り
動
揺
し

来
れ
り
。
然
れ
共
、
吾
人
は
更
に
恐
る
べ
き
一
勢
力
が
、
平
氏
に
対
し
て
終
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始
、
反
抗
的
態
度
を
、
渝
へ
ざ
り
し
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。

更
に
恐
る
べ
き
一
勢
力
と
は
何
ぞ
や
。
曰
く
南
都
北
嶺
の
僧
兵
也
。
僧
兵
な

り
と
て
妄
に
笑
ふ
こ
と
勿
れ
。
時
代
と
相
容
る
ゝ
能
は
ざ
る
幾
多
、
不
覇
不

絆
の
快
男
児
が
、
超
世
の
奇
才
を
抱
い
て
空
し
く
三
尺
の
蒿
下
に
槁
死
す
る

こ
と
を
得
ず
。
遂
に
南
都
北
嶺
の
緇
衣
軍
に
投
じ
て
、
僅
に
そ
の
幽
憤
を
や

ら
む
と
し
た
る
、
彼
等
の
心
事
豈
憫
む
可
か
ら
ざ
ら
む
や
。
請
ふ
再
吾
人
を

し
て
、
彼
等
不
平
の
徒
を
生
ぜ
し
め
た
る
、
当
時
の
社
会
状
態
を
察
せ
し
め

よ
。

平
和
の
時
代
に
於
け
る
、
唯
一
の
衛
生
法
は
、
す
べ
て
の
も
の
に
向
つ
て
、

自
由
競
争
を
与
ふ
る
に
あ
り
。
而
し
て
覇
権
一
度
、
相
門
を
去
る
や
、
平
氏

が
空
前
の
成
功
は
、
平
家
幾
十
の
紇
袴
子
を
し
て
、
富
の
快
楽
に
沈
酔
せ
し
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む
る
と
同
時
に
、
又
藤
原
氏
六
百
年
の
太
平
の
齎
せ
る
、
門
閥
の
流
弊
を
も
、

蹈
襲
せ
し
め
た
り
。
是
に
於
て
平
氏
政
府
は
、
其
最
も
危
険
な
る
平
和
の
時

代
に
於
て
、
新
し
き
活
動
と
刺
戟
と
を
鼓
吹
す
べ
き
、
自
由
競
争
と
、
完
く

両
立
す
る
能
は
ざ
る
ア
ン
チ
ポ
ヂ
ス
に
立
つ
に
至
り
ぬ
。
か
く
の
如
く
に
し

て
社
会
の
最
も
健
全
な
る
部
分
が
、
漸
に
平
氏
政
府
の
外
に
集
り
た
る
、
幾

多
の
智
勇
弁
力
の
徒
が
既
に
、
平
氏
政
府
の
敵
と
な
れ
る
、
而
し
て
平
氏
政

府
に
於
け
る
、
位
爵
と
実
力
と
が
将
に
反
比
例
せ
む
と
す
る
の
滑
稽
を
生
じ

た
る
、
亦
宜
な
ら
ず
と
せ
む
や
。
此
時
に
し
て
、
高
材
逸
足
の
士
、
其
手
腕

を
振
は
む
と
す
る
、
明
君
の
知
己
に
遇
ふ
、
或
は
可
也
。
賢
相
の
知
遇
を
蒙

る
、
亦
或
は
可
也
。
然
れ
共
、
若
し
遇
ふ
能
は
ず
ン
ば
、
彼
等
は
千
里
の
駿

足
を
以
て
、
彼
等
の
轗
軻
に
泣
き
、
彼
等
の
不
遇
に
歎
じ
、
拘
文
死
法
の
中
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に
宛
転
し
つ
ゝ
、
空
し
く
槽
櫪
の
下
に
朽
死
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
夫
、
呑
舟

の
大
魚
は
小
流
に
遊
ば
ず
。
「
男
児
志
願
是
功
名
」
の
壮
志
を
負
へ
る
彼
等

に
し
て
無
意
義
な
る
繩
墨
の
下
に
其
自
由
の
余
地
を
束
縛
せ
ら
れ
む
と
す
。

是
豈
彼
等
の
堪
ふ
る
所
な
ら
む
や
。

是
に
於
て
、
彼
等
の
或
者
が
、
「
衆
人
皆
酔
我
独
醒
」
を
哂
ひ
て
佯
狂
の
酒

徒
と
な
れ
る
が
如
き
、
彼
等
の
或
者
が
麦
秀
の
悲
歌
を
哀
吟
し
て
風
月
三
昧

の
詩
僧
と
な
れ
る
が
如
き
、
は
た
、
彼
等
の
或
者
が
、
満
腔
の
壮
心
と
痛
恨

と
を
抱
き
去
つ
て
南
都
北
嶺
の
円
頂
賊
に
投
ぜ
し
が
如
き
、
素
よ
り
亦
怪
し

む
に
足
ら
ざ
る
也
。
加
ふ
る
に
彼
等
僧
兵
の
群
中
に
は
幾
多
、
市
井
の
悪
少

あ
り
、
幾
多
山
林
の
狡
賊
あ
り
、
而
し
て
後
年
明
朝
の
詩
人
を
し
て
「
横
飛

双
刀
乱
使
箭
、
城
辺
野
艸
人
血
塗
」
と
歌
は
し
め
た
る
、
幾
多
、
慓
悍
な
る
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日
本
沿
海
の
海
賊
あ
り
。
是
等
の
豪
猾
が
、
所
謂
堂
衆
な
る
名
の
下
に
、
白

昼
剣
戟
を
横
へ
て
天
下
に
横
行
し
た
る
、
彼
等
の
勢
力
に
し
て
恐
る
べ
き
や

知
る
べ
き
の
み
。
想
ひ
見
よ
、
幾
千
の
山
法
師
が
、
日
吉
権
現
の
神
輿
を
擁

し
て
、
大
法
鼓
を
な
ら
し
、
大
法
螺
を
吹
き
、
大
法
幢
を
飜
し
、
咄
々
と
し

て
、
禁
闕
に
せ
ま
れ
る
の
時
、
堂
々
た
る
卿
相
の
肝
胆
屡
〻
是
が
為
に
寒
か

り
し
を
。
狂
暴
狼
藉
眼
中
殆
ど
王
法
な
し
。
彼
等
が
横
逆
の
前
に
は
白
河
天

皇
の
英
明
を
以
て
す
る
も
、
「
天
下
朕
の
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
も
の
は
、
山

法
師
と
双
六
の
采
と
鴨
川
の
水
と
の
み
」
と
浩
歎
し
給
は
ざ
る
を
得
ざ
り
し

に
あ
ら
ず
や
。

然
れ
共
、
彼
等
の
恐
る
べ
き
は
是
に
止
ら
ざ
る
也
。
彼
等
は
、
彼
等
の
兵
力

以
外
に
、
更
に
更
に
熱
烈
な
る
、
火
の
如
き
信
仰
を
有
し
た
り
き
。
彼
等
は
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上
、
王
侯
を
知
ら
ず
、
傍
、
牧
伯
を
恐
れ
ず
、
彼
等
は
僅
に
唯
仏
恩
の
慈
雨

の
如
く
な
る
を
解
す
る
の
み
。
然
り
、
彼
等
は
、
よ
り
剛
勇
な
る
サ
ラ
セ
ン

の
健
児
也
。
苟
も
、
仏
法
に
反
か
む
と
す
る
も
の
は
、
其
摂
関
た
る
と
、
弓

馬
の
家
た
る
と
、
は
た
、
万
乗
の
尊
た
る
と
を
問
は
ず
、
悉
く
彼
等
の
死
敵

の
み
。
既
に
彼
等
の
死
敵
た
り
、
彼
等
は
何
時
に
て
も
、
十
万
横
磨
の
剣
を

駆
つ
て
、
之
と
戦
ふ
を
辞
せ
ざ
る
也
。
見
よ
、
西
乗
坊
信
救
は
、
「
太
政
入

道
浄
海
は
、
平
家
の
糟
糠
、
武
家
の
塵
芥
」
と
痛
罵
し
て
、
憚
ら
ざ
り
し
に

あ
ら
ず
や
。
彼
の
眼
よ
り
す
れ
ば
、
海
内
の
命
を
掌
握
に
断
ぜ
る
入
道
相
国

も
、
唯
是
剛
情
な
る
老
黄
牛
に
過
ぎ
ざ
る
也
。
し
か
も
彼
等
は
、
平
刑
部
卿

忠
盛
が
、
弓
を
祇
園
の
神
殿
に
ひ
き
し
よ
り
以
来
、
平
氏
に
対
し
て
止
む
べ

か
ら
ざ
る
怨
恨
を
抱
き
、
彼
等
の
怨
恨
は
、
平
氏
の
常
に
執
り
来
れ
る
高
圧
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的
手
段
に
よ
つ
て
、
更
に
万
斛
の
油
を
注
が
れ
た
る
を
や
。
所
謂
、
青
天
に

霹
靂
を
下
し
、
平
地
に
波
濤
を
生
ず
る
を
顧
み
ざ
る
彼
等
に
し
て
、
危
険
な

る
不
平
と
恐
怖
す
べ
き
兵
力
を
有
し
、
し
か
も
、
触
る
れ
ば
手
を
爛
焼
せ
む

と
す
る
、
宗
教
的
赤
熱
を
帯
ぶ
、
天
下
一
朝
動
乱
の
機
あ
れ
ば
、
彼
等
が
疾

風
の
如
く
起
つ
て
平
氏
に
抗
す
る
は
、
智
者
を
待
つ
て
後
始
め
て
、
知
る
に

あ
ら
ざ
る
也
。

か
く
の
如
く
に
し
て
、
卿
相
の
反
感
と
、
院
の
近
臣
の
陰
謀
と
は
、
疎
胆
、

雄
心
の
入
道
相
国
を
し
て
、
遂
に
福
原
遷
都
の
窮
策
に
出
で
、
僅
に
其
横
暴

を
免
れ
し
め
た
る
、
烈
々
た
る
僧
兵
の
不
平
と
一
致
し
た
り
。
し
か
も
、
平

氏
は
独
り
彼
等
の
反
抗
を
招
き
た
る
に
止
ら
ず
、
今
や
入
道
相
国
の
政
策
の

成
功
は
、
彼
が
満
幅
の
得
意
と
な
り
、
彼
が
満
幅
の
得
意
は
彼
が
空
前
の
栄
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華
と
な
り
、
彼
が
空
前
の
栄
華
は
、
時
人
を
し
て
「
入
る
日
を
も
招
き
返
さ

む
ず
勢
」
と
、
驚
歎
せ
し
め
た
る
彼
が
不
臣
の
狂
悖
と
な
れ
り
。
天
下
は
亦

平
氏
に
対
し
て
少
か
ら
ざ
る
怨
嗟
と
不
安
と
を
、
感
ぜ
ざ
る
能
は
ざ
り
き
。

彼
が
折
花
攀
柳
の
遊
宴
を
恣
に
し
た
る
が
如
き
、
彼
が
一
豎
子
の
私
怨
よ
り

し
て
関
白
基
房
の
輦
車
を
破
れ
る
が
如
き
、
将
彼
が
赤
袴
三
百
の
童
児
を
し

て
、
飛
語
巷
説
を
尋
ね
し
め
し
が
如
き
、
平
氏
が
天
下
に
対
し
て
其
同
情
を

失
墜
し
た
る
亦
宜
な
ら
ず
と
せ
ず
。
是
に
於
て
平
氏
政
府
は
、
刻
々
ピ
サ
の

塔
の
如
く
、
傾
き
来
れ
り
。

然
れ
共
、
平
氏
が
猶
其
の
覆
滅
を
来
さ
ざ
り
し
は
、
実
に
小
松
内
大
臣
が
、

円
融
滑
脱
な
る
政
治
的
手
腕
に
よ
る
所
多
か
ら
ず
ン
ば
あ
ら
ず
。
吾
人
は
敢

て
彼
を
以
て
、
偉
大
な
る
政
治
家
と
な
さ
ざ
る
べ
し
。
さ
は
れ
彼
は
、
夏
日
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恐
る
べ
き
乃
父
清
盛
を
扶
け
て
、
冬
日
親
む
べ
き
政
略
を
と
れ
り
。
如
何
に

彼
が
其
直
覚
的
烱
眼
に
於
て
、
入
道
相
国
に
及
ば
ざ
る
に
せ
よ
、
如
何
に
彼

が
組
織
的
頭
脳
に
於
て
、
信
西
入
道
に
劣
る
遠
き
に
せ
よ
、
如
何
に
一
身
の

安
慰
を
冥
々
に
求
め
て
、
公
義
に
尽
す
こ
と
少
き
の
譏
を
免
れ
ざ
る
に
せ
よ
、

如
何
に
智
足
り
て
意
足
ら
ず
、
意
足
り
て
手
足
ら
ず
、
隔
靴
掻
痒
の
憂
を
抱

か
し
む
る
も
の
あ
る
に
せ
よ
、
吾
人
は
少
く
も
、
彼
が
大
臣
た
る
資
格
を
備

へ
た
る
を
、
認
め
ざ
る
能
は
ず
。
彼
は
一
身
を
以
て
、
嫉
妬
に
充
満
し
た
る

京
師
の
空
気
と
、
烈
火
の
如
き
入
道
相
国
と
の
衝
突
を
融
和
し
つ
ゝ
も
、
尚

彼
の
一
門
の
政
治
的
生
命
を
強
固
な
ら
し
め
、
上
は
朝
廷
と
院
と
に
接
し
、

下
は
野
心
あ
る
卿
相
に
対
し
、
励
精
、
以
て
調
和
一
致
の
働
を
な
さ
む
と
欲

し
た
り
。
彼
は
こ
れ
が
為
に
、
一
国
の
重
臣
私
門
の
成
敗
に
任
ず
べ
か
ら
ざ
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る
を
説
い
て
、
謀
主
成
親
の
死
罪
を
宥
め
た
り
き
。
彼
は
こ
れ
が
為
に
、
君

臣
の
大
義
を
叫
破
し
て
法
皇
幽
屏
の
暴
挙
を
戒
め
た
り
き
。
彼
が
世
を
終
る

迄
は
、
天
下
未
平
氏
を
去
ら
ず
。
入
道
相
国
の
如
き
も
、
動
も
す
れ
ば
暴
戻

不
義
の
挙
を
敢
て
し
た
り
と
雖
も
、
猶
一
門
を
統
率
し
て
四
海
の
輿
望
を
負

ふ
に
堪
へ
た
り
し
也
。
彼
若
し
逝
か
ず
ン
ば
、
西
海
の
没
落
は
更
に
幾
年
の

遅
き
を
加
へ
た
る
や
も
亦
知
る
べ
か
ら
ず
。
惜
む
べ
し
、
彼
は
、
治
承
三
年

八
月
三
日
を
以
て
、
溘
焉
と
し
て
白
玉
楼
中
の
人
と
な
れ
り
。
彼
一
度
逝
く
、

入
道
相
国
は
恰
も
放
た
れ
た
る
虎
の
如
し
。
其
狂
悖
の
日
に
募
る
に
比
例
し

て
、
天
下
は
益
〻
平
氏
に
そ
む
き
、
一
波
先
づ
動
い
て
万
波
次
い
で
起
り
、

遂
に
、
又
救
ふ
可
ら
ざ
る
禍
機
に
陥
り
了
れ
り
。
加
ふ
る
に
、
京
師
に
祝
融

の
災
あ
り
。
飇
風
地
震
悪
疫
亦
相
次
い
で
起
り
、
庶
民
堵
に
安
ぜ
ず
、
大
旱
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地
を
枯
ら
し
て
、
甸
服
の
外
、
空
し
く
赤
土
あ
り
て
青
苗
将
に
尽
き
な
む
と

す
。
「
平
家
に
は
、
小
松
の
大
臣
殿
こ
そ
心
も
剛
に
謀
も
勝
れ
て
お
は
せ
し

が
、
遂
に
空
し
く
な
り
給
ひ
ぬ
。
今
は
何
の
憚
る
所
ぞ
。
御
辺
一
度
立
つ
て

麾
か
ば
天
下
は
風
の
如
く
、
靡
き
な
む
。
」
と
、
勇
僧
文
覚
を
し
て
、
抃
舞
、

蛭
ヶ
小
島
の
流
人
を
説
か
し
め
し
は
、
実
に
此
時
に
あ
り
と
な
す
。
平
氏
政

府
の
命
数
は
、
既
に
眉
端
に
迫
れ
る
也
。
危
機
実
に
一
髪
。

天
下
の
大
勢
が
、
か
く
の
如
く
革
命
の
気
運
に
向
ひ
つ
ゝ
あ
り
し
に
際
し
、

諸
国
の
源
氏
は
如
何
な
る
状
態
の
下
に
あ
り
し
乎
。
願
く
は
吾
人
を
し
て
、

語
ら
し
め
よ
。
嘗
て
、
東
山
東
海
北
陸
の
三
道
に
わ
た
り
、
平
氏
と
相
並
ん

で
、
鹿
を
中
原
に
争
ひ
た
る
源
氏
も
、
時
利
あ
ら
ず
、
平
治
の
乱
以
来
逆
賊

の
汚
名
を
負
ひ
て
、
空
し
く
東
国
の
莽
蒼
に
雌
伏
し
た
り
。
然
り
と
雖
も
八
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幡
公
義
家
が
、
馬
を
朔
北
の
曠
野
に
立
て
、
乱
鴻
を
仰
い
で
長
駆
、
安
賊
を

鏖
殺
し
た
る
、
当
年
の
意
気
豈
悉
消
沈
し
去
ら
む
哉
。
革
命
の
激
流
一
度
動

か
ば
、
先
平
氏
政
府
に
向
つ
て
三
尖
の
長
箭
を
飛
ば
さ
む
と
欲
す
る
も
の
、

源
氏
を
措
い
て
又
何
人
か
あ
る
。
是
平
氏
政
府
自
身
が
恒
に
戒
心
し
た
る
所

に
あ
ら
ず
や
。

然
り
、
源
氏
は
真
に
平
氏
の
好
敵
手
た
る
に
恥
ぢ
ず
。
彼
は
平
氏
に
対
す
る

勁
敵
中
の
勁
敵
也
。
頼
義
義
家
が
前
九
後
三
の
禍
乱
を
鎮
め
し
よ
り
以
来
、

東
国
は
其
半
独
立
の
政
治
的
天
地
と
な
り
、
武
門
の
棟
梁
は
、
其
因
襲
的
の

尊
称
と
な
れ
り
。
し
か
も
平
氏
は
、
平
氏
自
身
の
立
脚
地
が
西
国
に
あ
る
を

知
り
し
を
以
て
、
敢
て
其
得
意
な
る
破
壊
的
政
策
を
東
国
に
振
は
ず
。
（
恐

ら
く
は
是
最
も
賢
き
、
最
も
時
機
に
適
し
た
る
政
策
な
り
し
な
ら
む
）
勇
夫
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と
悍
馬
と
に
富
め
る
、
茫
々
た
る
東
国
の
山
川
は
、
依
然
と
し
て
、
源
氏
の

掌
中
に
存
し
た
り
。
約
言
す
れ
ば
、
保
元
平
治
以
前
の
源
氏
と
保
元
平
治
以

後
の
源
氏
と
は
其
東
国
に
有
せ
る
勢
力
に
於
て
殆
ど
何
等
の
逕
庭
を
も
有
せ

ざ
り
し
也
。

然
り
と
雖
も
、
彼
等
の
勢
力
は
未
だ
以
て
中
原
を
動
か
す
に
足
ら
ざ
り
き
。

駿
河
以
東
十
余
ヶ
国
の
山
野
は
、
野
州
の
双
虎
と
称
せ
ら
れ
た
る
小
山
足
利

の
両
雄
、
白
河
の
御
館
と
尊
ま
れ
た
る
越
後
の
城
氏
、
慓
悍
、
梟
勁
を
以
て

知
ら
れ
た
る
甲
斐
源
氏
の
一
党
、
は
た
、
下
総
に
竜
蟠
せ
る
千
葉
氏
の
如
き
、

幾
多
の
豪
族
を
其
中
に
擁
し
た
り
と
雖
も
、
覇
を
天
下
に
称
ふ
る
も
の
は
、

僅
に
、
所
謂
、
周
東
、
周
西
、
伊
南
、
伊
北
、
庁
南
、
庁
北
の
健
児
を
糾
合

し
て
八
州
に
雄
視
す
る
、
上
総
の
覇
王
上
総
介
氏
と
、
十
七
万
騎
の
貫
主
、
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北
奥
の
蒼
竜
、
雄
名
海
内
を
風
摩
せ
る
藤
原
秀
衡
と
の
両
氏
あ
る
の
み
。
而

し
て
、
此
双
傑
の
勢
力
を
以
て
す
る
も
、
猶
、
後
顧
の
憂
な
く
し
て
西
上
の

旗
を
翻
す
は
、
到
底
不
可
能
の
事
と
な
さ
ざ
る
可
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
彼
等

は
、
猶
個
々
の
小
勢
力
な
り
し
を
以
て
、
し
か
も
互
に
相
掣
肘
し
つ
ゝ
あ
り

し
を
以
て
也
。
遮
莫
、
彼
等
は
過
飽
和
の
溶
液
也
。
一
度
之
に
振
動
を
与
へ

む
乎
、
液
体
は
忽
に
固
体
を
析
出
す
る
也
。
一
度
革
命
の
気
運
に
し
て
動
か

む
乎
、
彼
等
は
直
に
剣
を
按
じ
て
蹶
起
す
る
を
辞
せ
ざ
る
也
。
彼
等
豈
恐
れ

ざ
る
可
か
ら
ざ
ら
む
や
。
然
れ
ど
も
彼
等
は
、
未
平
氏
に
対
し
て
比
較
的
従

順
な
る
態
度
を
有
し
た
り
き
。
請
ふ
彼
等
を
以
て
、
妄
に
生
を
狗
鼠
の
間
に

偸
む
も
の
と
な
す
勿
れ
。
彼
等
が
平
氏
に
対
し
て
温
和
な
り
し
は
、
唯
平
氏

が
彼
等
に
対
し
て
温
和
な
り
し
が
為
の
み
。
嘗
て
、
吾
人
の
論
ぜ
し
が
如
く
、
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平
氏
の
立
脚
地
は
西
国
に
あ
り
。
平
氏
に
し
て
、
相
印
を
帯
び
て
天
下
に
臨

ま
む
と
欲
せ
ば
、
西
国
の
経
営
は
、
其
最
も
重
要
な
る
手
段
の
一
た
ら
ず
ン

ば
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
入
道
相
国
の
烱
眼
は
、
瀬
戸
内
海
の
海
権
を
収

め
て
、
四
国
九
州
の
勢
力
を
福
原
に
集
中
す
る
の
急
務
な
る
を
察
せ
し
な
れ
。

西
南
二
十
一
国
が
平
氏
の
守
介
を
有
し
た
る
豈
此
間
の
消
息
を
洩
し
た
る
も

の
に
あ
ら
ず
や
。
既
に
平
氏
に
し
て
西
国
の
経
営
に
尽
瘁
す
。
東
国
を
し
て

単
に
現
状
を
維
持
せ
し
め
む
と
し
た
る
が
如
き
、
亦
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
也
。

而
し
て
、
自
由
を
愛
す
る
東
国
の
武
士
は
此
寛
大
な
る
政
策
に
謳
歌
し
た
り
。

謳
歌
せ
ざ
る
迄
も
悦
服
し
た
り
。
悦
服
せ
ざ
る
迄
も
甘
受
し
た
り
。
彼
等
は

実
に
此
優
遇
に
安
じ
て
二
十
年
を
過
ぎ
た
り
し
也
。

然
れ
共
今
や
平
氏
は
完
く
其
成
功
に
沈
酔
し
た
り
。
而
し
て
平
氏
の
酔
態
は
、
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平
氏
自
身
を
し
て
天
下
の
怨
府
た
ら
し
め
し
が
如
く
、
亦
東
国
の
武
士
を
し

て
少
か
ら
ざ
る
不
快
を
抱
か
し
め
た
り
。
嘗
て
、
馬
を
彼
等
と
並
べ
て
、
銀

兜
緋
甲
、
王
城
を
守
れ
る
平
門
の
豎
子
が
、
今
は
一
門
の
栄
華
を
誇
り
て
却

て
彼
等
に
加
ふ
る
に
痴
人
猶
汲
夜
塘
水
の
嘲
侮
を
以
て
す
る
を
見
る
、
彼
等

の
心
に
し
て
焉
ぞ
平
な
る
を
得
む
や
。
切
言
す
れ
ば
、
彼
等
は
、
漸
に
其
門

閥
の
貴
き
意
義
を
失
は
む
と
す
る
を
感
じ
た
り
。
嗚
呼
、
「
弓
矢
と
る
身
の

か
り
に
も
名
こ
そ
惜
し
く
候
へ
」
と
叫
破
せ
る
彼
等
に
し
て
、
焉
ぞ
此
侮
蔑

に
甘
ず
る
を
得
む
や
。
加
ふ
る
に
大
番
に
よ
り
て
京
師
に
往
来
し
た
る
多
く

の
豪
族
は
、
京
師
に
横
溢
せ
る
、
危
険
な
る
反
平
氏
の
空
気
を
、
冥
黙
の
間

に
彼
等
の
胸
奥
に
鼓
吹
し
た
り
。
而
し
て
、
平
氏
が
法
皇
幽
屏
の
暴
挙
を
敢

て
す
る
と
共
に
、
久
し
く
欝
積
し
た
る
彼
等
の
不
快
は
、
一
朝
に
し
て
勃
々
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た
る
憤
激
と
な
れ
り
。

し
か
も
、
天
下
の
風
雲
は
日
に
日
に
急
に
し
て
、
革
命
的
気
運
は
、
将
に
暗

潮
の
如
く
湧
き
来
ら
む
と
す
。
是
に
於
て
、
彼
等
の
野
心
は
、
漸
に
動
き
来

れ
り
。
野
心
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
人
を
し
て
、
其
力
量
以
上
の
事
業

を
な
さ
し
め
ず
ン
ば
や
ま
ず
。
泰
山
を
挾
み
て
北
海
を
越
え
し
む
る
も
の
は

野
心
也
。
精
衛
を
し
て
滄
溟
を
埋
め
し
む
る
も
の
は
野
心
也
。
所
謂
天
民
の

秀
傑
な
る
、
智
勇
弁
力
あ
る
彼
等
が
、
大
勢
の
将
に
変
ぜ
む
と
す
る
を
見
て
、

抑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
野
心
を
生
じ
来
れ
る
、
固
よ
り
宜
な
り
。
既
に
彼
等
に
し

て
、
其
最
大
の
活
動
力
た
る
、
野
心
と
相
擁
す
、
彼
等
が
天
荒
を
破
つ
て
、

革
命
の
明
光
を
、
捧
げ
来
る
日
の
、
近
か
る
べ
き
や
知
る
べ
き
の
み
。
啻
に

野
心
に
止
ら
ず
、
平
氏
の
暴
逆
は
、
又
彼
等
を
し
て
、
二
十
周
星
の
久
し
き
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に
及
び
て
、
殆
ど
忘
れ
ら
れ
た
る
源
氏
の
盛
世
を
、
想
起
せ
し
め
た
り
。
彼

等
は
彼
等
が
、
旌
旗
百
万
、
昂
然
と
し
て
天
下
に
大
踏
し
た
る
、
彼
等
が
得

意
の
時
代
を
追
憶
し
た
り
。

而
し
て
、
顧
み
て
、
平
氏
の
跳
梁
を
見
、
源
氏
の
空
し
く
蓬
蒿
の
下
に
蟄
伏

し
た
る
を
見
る
、
彼
等
が
懐
旧
の
涙
は
、
滴
々
、
彼
等
が
雄
心
を
刺
戟
し
た

り
。
彼
等
は
か
く
の
如
く
に
し
て
、
彼
等
の
登
竜
門
が
今
や
目
前
に
開
か
れ

た
る
を
感
じ
た
り
。
彼
等
は
其
伝
家
丈
八
の
緑
沈
槍
を
、
ふ
る
ふ
べ
き
時
節

の
到
来
し
た
る
を
覚
り
た
り
。
治
承
四
年
、
長
田
入
道
が
、
惶
懼
、
書
を
平

忠
清
に
飛
ば
し
て
、
東
国
将
に
事
あ
ら
む
と
す
る
を
告
げ
た
る
が
如
き
、
革

命
の
曙
光
が
、
既
に
紅
を
東
天
に
潮
し
た
る
を
表
す
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
今

や
熱
烈
な
る
東
国
武
士
の
憤
激
と
、
彼
等
が
胸
腔
に
満
々
た
る
野
心
と
、
復
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古
的
、
革
命
的
の
思
想
を
鼓
吹
す
べ
き
、
懐
旧
の
涙
と
は
、
自
ら
一
致
し
た

り
。
若
し
一
人
に
し
て
か
く
の
如
く
ン
ば
一
人
を
挙
げ
て
動
く
也
。
天
下
に

し
て
か
く
の
如
く
ン
ば
、
天
下
を
挙
げ
て
動
く
也
。
動
乱
の
気
運
、
漸
に
天

下
を
動
か
す
と
共
に
、
社
会
の
最
も
健
全
な
る
部
分
　
　
平
氏
政
府
の
厄
介

物
た
る
、
幾
十
の
卿
相
、
幾
百
の
院
の
近
臣
、
幾
千
の
山
法
師
、
は
た
幾
万

の
東
国
武
士
の
眼
中
に
は
、
既
に
平
氏
政
府
の
存
在
を
失
ひ
た
り
。
彼
等
の

脳
裡
に
は
、
入
道
相
国
も
一
具
の
骸
骨
の
み
。
平
門
の
画
眉
涅
歯
も
唯
是
瓦

鶏
土
犬
の
み
。
西
八
条
の
碧
瓦
丹
檐
も
、
亦
丘
山
池
沢
の
み
。
要
言
す
れ
ば
、

社
会
の
直
覚
的
本
能
は
、
既
に
平
氏
政
府
の
亡
滅
を
認
め
た
り
。
反
言
す
れ

ば
、
精
神
的
革
命
は
既
に
冥
黙
の
中
に
、
成
就
せ
ら
れ
た
り
。
夫
、
燈
は
油

な
け
れ
ば
、
即
ち
滅
し
、
魚
は
水
な
け
れ
ば
、
即
ち
死
す
。
天
下
の
人
心
を
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失
ひ
た
る
平
氏
政
府
が
、
日
一
日
よ
り
、
没
落
の
悲
運
に
近
づ
き
た
る
、
豈
、

宜
な
ら
ず
と
せ
む
や
。
然
り
、
桑
樹
に
対
し
て
太
息
す
る
玄
徳
、
青
山
を
望

ン
で
黙
測
す
る
孔
明
、
玉
璽
を
擁
し
て
疾
呼
す
る
孫
堅
、
蒼
天
を
仰
い
で
苦

笑
す
る
孟
徳
、
蛇
矛
を
按
じ
て
踊
躍
す
る
翼
徳
、
彼
等
の
時
代
は
漸
に
来
り

し
也
。
之
を
譬
ふ
れ
ば
、
当
時
の
社
会
状
態
は
、
恰
も
蝕
み
た
る
老
樹
の
如

し
。
其
仆
る
ゝ
や
、
日
を
数
へ
て
待
つ
べ
き
の
み
。
天
下
動
乱
の
機
は
、
既

に
熟
し
た
る
也
。

「
外
よ
り
は
手
も
つ
け
ら
れ
ぬ
要
害
を
中
よ
り
破
る
栗
の
い
が
か
な
。
」
し

か
も
平
氏
が
堂
上
の
卿
相
四
十
三
人
を
陟
罰
し
て
、
後
白
河
法
皇
を
鳥
羽
殿

に
幽
し
奉
り
、
新
院
に
迫
り
て
其
外
孫
た
る
三
歳
の
皇
子
を
冊
立
せ
し
横
暴

は
、
更
に
、
其
亡
滅
の
日
を
し
て
早
か
ら
し
め
た
り
。
是
に
於
て
、
小
松
内
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大
臣
の
薨
去
に
よ
り
て
我
事
成
れ
り
と
抃
舞
し
た
る
、
十
の
マ
ラ
ー
、
百
の

ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
、
平
氏
政
府
の
命
数
の
既
に
目
睫
に
迫
れ
る
を
見
る
と

共
に
、
剣
を
撫
し
手
に
唾
し
て
、
蹶
起
し
た
り
。

夫
、
天
下
は
平
氏
の
天
下
に
あ
ら
ず
、
天
下
は
天
下
の
天
下
也
。
平
門
の
犬

羊
、
い
づ
れ
の
日
に
か
、
其
跳
梁
を
止
め
む
と
す
る
。

嗚
呼
、
誰
か
天
火
を
革
命
の
聖
壇
に
燃
や
し
て
、
長
夜
の
闇
を
破
る
も
の
ぞ
、

誰
か
革
命
の
角
笛
を
吹
い
て
、
黒
甜
郷
裡
の
逸
眠
を
破
る
も
の
ぞ
。
果
然
、

老
樹
は
仆
れ
た
り
。
平
等
院
頭
、
翩
々
と
し
て
、
ひ
る
が
へ
る
白
旗
を
見
ず

や
。

然
り
、
革
命
の
風
雲
は
、
細
心
、
廉
悍
の
老
将
、
源
三
位
頼
政
の
手
に
よ
つ

て
、
飛
ば
さ
れ
た
り
。
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彼
は
、
源
摂
津
守
頼
光
の
玄
孫
、
源
氏
一
流
の
嫡
流
な
り
き
。
然
れ
ど
も
、

平
治
以
降
、
彼
は
、
平
氏
を
扶
け
た
る
の
多
き
を
以
て
、
対
平
氏
関
係
の
甚
、

円
満
な
り
し
を
以
て
、
平
氏
が
比
較
的
彼
を
優
遇
し
た
る
を
以
て
、
平
氏
を

外
に
し
て
は
、
武
臣
と
し
て
、
未
其
比
を
見
ざ
る
、
三
位
の
高
位
を
得
た
り
。

若
し
彼
に
し
て
平
和
を
愛
せ
し
め
し
な
ら
ば
、
或
は
栄
華
を
平
氏
と
共
に
し

て
、
温
な
る
昇
平
の
新
夢
に
沈
睡
し
た
る
や
も
亦
知
る
べ
か
ら
ず
。
さ
は
れ
、

老
驥
櫪
に
伏
す
。
志
は
千
里
に
あ
り
。
彼
は
滔
々
た
る
天
下
と
共
に
、
太
平

の
余
沢
に
謳
歌
せ
む
に
は
、
余
り
に
不
覊
な
る
豪
骨
を
有
し
た
り
き
。
彼
は
、

群
を
離
れ
た
る
鴻
雁
な
れ
ど
も
、
猶
万
里
の
扶
揺
を
待
つ
て
、
双
翼
を
碧
落

に
振
は
む
と
す
る
の
壮
心
を
有
す
。
彼
は
平
門
の
紈
袴
子
が
、
富
の
快
楽
に

沈
酔
し
て
、
七
香
の
車
、
鸚
鵡
の
杯
、
揚
々
と
し
て
、
芳
槿
一
朝
の
豪
華
を
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誇
り
つ
ゝ
あ
り
し
に
際
し
、
其
烱
眼
を
早
く
も
天
下
の
大
勢
に
注
ぎ
た
り
。

而
し
て
、
彼
は
既
に
、
平
門
の
惰
眠
を
破
る
暁
鐘
の
声
を
耳
に
し
た
り
。
彼

は
思
へ
り
、
「
平
家
は
、
栄
華
身
に
余
り
、
積
悪
年
久
し
く
、
運
命
末
に
望

め
り
」
と
。
彼
は
思
へ
り
、
「
上
は
天
の
意
に
応
じ
、
下
は
地
の
利
を
得
た

り
、
義
兵
を
挙
げ
逆
臣
を
討
ち
、
法
皇
の
叡
慮
を
慰
め
奉
ら
む
」
と
。
彼
は

思
へ
り
、
「
六
孫
王
の
苗
裔
、
源
氏
の
家
子
郎
等
を
、
駈
具
せ
ば
天
が
下
何

も
の
を
か
恐
る
べ
き
」
と
。
胸
中
の
成
竹
既
に
定
ま
る
。
彼
は
是
に
於
て
、

其
袖
下
に
隠
れ
て
大
義
を
天
下
に
唱
ふ
べ
き
名
門
を
求
め
た
り
。
而
し
て
彼

の
擁
立
し
た
る
は
、
実
に
後
白
河
法
皇
の
第
二
の
皇
子
、
賢
明
人
に
超
え
給

へ
る
、
而
し
て
未
親
王
の
宣
下
を
も
受
け
給
は
ざ
る
、
高
倉
宮
以
仁
王
な
り

き
。
見
よ
。
彼
の
烱
眼
は
此
点
に
於
て
も
、
事
機
を
見
る
に
過
た
ざ
り
し
に
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あ
ら
ず
や
。
彼
は
近
く
平
治
の
乱
に
於
て
主
上
上
皇
の
去
就
が
、
よ
く
源
平

両
氏
の
命
運
を
制
し
た
る
を
見
た
り
。
彼
は
、
朝
家
を
挾
ン
で
天
下
に
号
令

す
る
の
、
天
下
を
し
て
背
く
能
は
ざ
ら
し
む
る
所
以
な
る
を
見
た
り
。

而
し
て
彼
は
、
宣
旨
院
宣
、
共
に
平
氏
の
手
中
に
存
す
る
の
時
に
於
て
、
九

重
雲
深
く
濛
と
し
て
、
日
月
を
仰
ぐ
能
は
ざ
る
の
時
に
於
て
、
革
命
の
壮
図

を
鼓
舞
せ
し
む
る
に
足
る
は
、
唯
、
竹
園
の
令
旨
の
み
な
る
を
見
た
り
。
然

り
、
最
も
天
下
の
同
情
を
有
す
る
竹
園
の
令
旨
の
み
な
る
を
見
た
り
。
彼
が

以
仁
王
を
擁
立
し
た
る
所
以
は
、
実
に
職
と
し
て
是
に
存
す
。
か
く
の
如
く

に
し
て
彼
の
陰
謀
は
、
歩
一
歩
よ
り
実
際
の
活
動
に
近
き
来
れ
り
。
而
し
て

治
承
四
年
五
月
、
革
命
の
旗
は
遂
に
、
皓
首
の
彼
と
長
袖
の
宮
と
の
手
に
よ

つ
て
、
飜
さ
れ
た
り
。
天
下
焉
ぞ
雲
破
れ
て
青
天
を
見
る
の
感
な
き
を
得
む
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や
。

然
れ
共
、
彼
、
事
を
南
都
に
挙
げ
む
と
し
て
得
ず
、
平
軍
是
を
宇
治
橋
に
要

し
、
宇
治
川
を
隔
て
て
大
に
戦
ふ
。
剣
戟
相
交
る
こ
と
一
日
。
平
軍
既
に
鞭

を
宇
治
川
に
投
じ
流
を
断
つ
て
、
源
軍
に
迫
る
。
是
に
於
て
革
命
軍
の
旗
幟

頻
に
乱
れ
、
源
軍
討
た
る
ゝ
者
数
を
知
ら
ず
。
驍
悍
を
以
て
天
下
に
知
ら
れ

た
る
渡
辺
党
亦
算
を
乱
し
て
仆
れ
、
赤
旗
平
等
院
を
囲
む
こ
と
竹
囲
の
如
し
。

弓
既
に
折
れ
箭
既
に
尽
く
、
英
風
一
世
を
掩
へ
る
源
三
位
も
遂
に
其
一
族
と

共
に
自
刃
し
て
亡
び
、
高
倉
宮
亦
南
都
に
走
ら
む
と
し
て
途
に
流
矢
に
中
り

て
薨
じ
給
ひ
ぬ
。
か
く
し
て
革
命
軍
の
急
先
鋒
は
、
空
し
く
敗
滅
の
恥
を
蒙

り
了
れ
り
。

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
こ
は
一
時
の
敗
北
に
し
て
、
永
遠
の
勝
利
な
り
き
。
寿
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永
元
暦
の
革
命
は
、
彼
に
よ
つ
て
其
導
火
線
を
点
ぜ
ら
れ
た
り
。
彼
は
、
荒

鶏
の
暁
に
先
だ
ち
て
暁
を
報
ず
る
が
如
く
、
哀
蝉
の
秋
に
先
だ
ち
て
秋
を
報

ず
る
が
如
く
、
革
命
に
先
だ
ち
て
革
命
を
報
じ
た
り
。
あ
ら
ず
、
革
命
に
先

だ
ち
て
革
命
の
風
雲
を
動
か
し
た
り
。
彼
は
、
ル
ー
テ
ル
た
ら
ざ
る
も
ヨ
ハ

ネ
ス
フ
ツ
ス
也
。
項
羽
た
ら
ざ
る
も
陳
勝
呉
広
也
。
彼
の
播
き
た
る
種
子
は

小
な
れ
ど
も
、
参
天
の
巨
樹
は
、
此
中
よ
り
生
じ
来
れ
り
。
彼
は
、
彼
自
身

を
犠
牲
と
し
て
、
天
下
の
源
氏
を
激
励
し
た
り
。
彼
は
活
け
る
模
範
と
な
り

て
天
下
の
源
氏
を
蹶
起
せ
し
め
た
り
。
然
り
彼
は
一
門
の
子
弟
に
彼
の
如
く

な
せ
と
教
へ
た
り
、
而
し
て
為
せ
り
。
此
時
に
於
て
は
、
懦
夫
も
猶
立
つ
べ

し
。
況
や
、
氏
神
と
伝
説
と
を
同
う
せ
る
、
雲
の
如
き
天
下
の
源
氏
に
し
て
、

何
ぞ
徒
然
と
し
て
止
ま
む
や
。
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「
花
を
の
み
ま
つ
ら
む
人
に
山
里
の
、
雪
間
の
草
の
春
を
見
せ
ば
や
。
」
残

雪
の
間
に
萌
え
出
で
た
る
嫩
草
の
緑
は
、
既
に
春
の
来
れ
る
を
報
じ
た
り
。

柏
木
義
兼
は
近
江
に
立
ち
、
別
当
湛
増
は
紀
伊
に
立
ち
、
源
兵
衛
佐
は
伊
豆

に
立
ち
、
木
曾
冠
者
は
信
濃
に
立
て
り
。
今
や
平
家
十
年
の
栄
華
の
夢
の
醒

む
べ
き
時
は
漸
に
来
り
し
也
。

　
　
　
　
　
二
　
革
命
軍

頼
政
に
よ
り
て
刺
戟
を
与
へ
ら
れ
、
更
に
以
仁
王
の
令
旨
に
よ
り
て
挙
兵
の

辞
を
与
へ
ら
れ
た
る
革
命
軍
は
、
百
川
の
旭
の
出
づ
る
方
に
向
つ
て
走
る
が

如
く
、
刻
一
刻
に
よ
り
、
平
氏
政
府
に
迫
り
来
れ
り
、
而
し
て
此
焦
眉
の
趨
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勢
は
遂
に
、
平
氏
政
府
に
於
て
福
原
の
遷
都
を
喚
起
せ
し
め
た
り
。
請
ふ
吾

人
を
し
て
福
原
の
遷
都
を
語
ら
し
め
よ
。
何
と
な
れ
ば
此
一
挙
は
、
入
道
相

国
が
政
治
家
と
し
て
の
長
所
と
短
所
と
を
、
最
も
遺
憾
な
く
現
し
た
れ
ば
也
。

彼
は
、
一
花
開
い
て
天
下
の
春
を
知
る
の
、
直
覚
的
烱
眼
を
有
し
た
り
き
。

而
し
て
又
彼
が
政
治
家
と
し
て
の
長
所
は
、
実
に
唯
此
大
所
を
見
る
の
明
に

存
し
た
り
き
。
吾
人
は
、
彼
が
西
海
を
以
て
其
政
治
的
地
盤
と
し
た
る
に
於

て
、
彼
の
家
人
を
し
て
諸
国
の
地
頭
た
ら
し
め
し
に
於
て
、
海
外
貿
易
の
鼓

吹
に
於
て
、
音
戸
の
瀬
戸
の
開
鑿
に
於
て
、
経
ヶ
島
の
築
港
に
於
て
、
彼
が

識
見
の
宏
遠
な
る
を
見
る
、
未
嘗
て
源
兵
衛
佐
の
卓
識
を
以
て
す
る
も
武
門

政
治
の
創
業
者
と
し
て
は
遂
に
彼
の
足
跡
を
踏
み
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
思
は

ず
ン
ば
あ
ら
ず
。
（
固
よ
り
彼
は
多
く
の
点
に
於
て
、
頼
朝
の
百
尺
竿
頭
更
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に
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
と
雖
も
）
見
よ
、
彼
は
瀬
戸
内
海
の
海
権
に

留
意
し
、
其
咽
喉
た
る
福
原
を
以
て
政
権
の
中
心
と
す
る
の
得
策
な
る
を
知

れ
り
。
彼
は
南
都
北
嶺
の
恐
る
べ
き
勢
力
た
る
を
看
取
し
、
若
し
、
彼
等
に

し
て
一
度
相
応
呼
し
て
立
た
ば
、
京
都
は
其
包
囲
に
陥
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

を
知
れ
り
。
而
し
て
彼
が
此
胸
中
の
画
策
は
、
源
三
位
の
乱
に
よ
り
て
、
反

平
氏
の
潮
流
の
滔
々
と
し
て
止
る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
と
共
に
、
直
に
彼
を

し
て
福
原
遷
都
の
英
断
に
出
で
し
め
た
り
。
彼
が
治
承
四
年
六
月
三
日
、
宇

治
橋
の
戦
あ
り
て
後
僅
に
数
日
に
し
て
、
此
一
挙
を
敢
て
し
た
る
、
是
豈
彼

が
烱
眼
の
甚
だ
明
、
甚
だ
敏
、
甚
だ
弘
な
る
を
表
す
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
福

原
の
遷
都
は
か
く
の
如
く
彼
が
急
進
主
義
の
経
綸
に
よ
つ
て
行
は
れ
た
り
。

然
れ
ど
も
彼
は
此
大
計
を
行
ふ
に
於
て
、
余
り
に
急
激
に
し
て
、
且
余
り
に
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強
靭
な
り
き
。
約
言
す
れ
ば
、
福
原
の
遷
都
は
彼
が
長
所
に
よ
つ
て
行
は
れ
、

彼
が
短
所
に
よ
つ
て
、
破
れ
た
り
き
。

彼
は
、
よ
り
無
学
に
し
て
、
し
か
も
、
よ
り
放
恣
な
る
王
安
石
也
。
彼
は
常

に
一
の
極
端
よ
り
他
の
極
端
に
走
り
た
り
き
。
彼
は
今
日
計
を
定
め
て
、
明

日
其
効
を
見
る
べ
し
と
信
じ
た
り
き
。
詳
言
す
れ
ば
彼
は
理
論
と
事
実
と
の

間
に
、
幾
多
の
商
量
す
べ
く
、
打
算
す
べ
く
、
加
減
す
べ
き
摩
擦
あ
る
を
知

ら
ざ
り
き
。
而
し
て
又
彼
は
、
彼
が
信
ず
る
所
を
行
は
む
が
為
に
は
、
直
線

的
の
突
進
を
敢
て
す
る
の
執
拗
を
有
し
た
り
き
。
彼
の
眼
中
に
は
事
情
の
難

易
な
く
、
形
勢
の
可
否
な
く
、
輿
論
の
軽
重
な
く
、
唯
彼
の
応
に
行
は
ざ
る

可
か
ら
ざ
る
目
的
と
之
を
行
ふ
べ
き
一
条
の
径
路
と
を
存
せ
し
の
み
。
王
安

石
は
云
へ
り
、
「
人
の
臣
子
と
な
り
て
は
、
当
に
四
海
九
州
の
怨
を
避
く
べ
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か
ら
ず
」
と
。
彼
を
し
て
答
へ
し
め
ば
、
将
に
云
ふ
べ
し
、
「
一
門
の
栄
華

を
計
り
て
は
、
天
下
の
怨
を
避
く
べ
か
ら
ず
」
と
。
然
れ
ど
も
彼
の
刈
り
た

る
は
、
僅
に
彼
の
蒔
き
た
る
も
の
の
半
ば
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
彼
は
其
目
的
を

行
は
む
に
は
、
余
り
に
其
手
段
を
選
ば
ざ
り
き
。
余
り
に
輿
論
を
重
ん
ぜ
ざ

り
き
、
余
り
に
、
単
刀
直
入
に
す
ぎ
た
り
き
。
彼
は
、
疲
馬
に
鞭
ち
て
、
百

尺
の
断
崖
を
越
え
む
と
試
み
た
り
。
而
し
て
、
越
え
得
べ
し
と
信
じ
た
り
き
。

是
豈
、
却
て
疲
馬
を
死
せ
し
む
る
も
の
た
ら
ざ
る
な
き
を
得
む
や
。

彼
が
遷
都
の
壮
挙
を
敢
て
す
る
や
、
彼
は
、
桓
武
以
来
、
四
百
年
の
歴
史
を

顧
み
ざ
り
き
。
彼
は
「
お
た
ぎ
の
里
の
あ
れ
や
は
て
な
む
」
の
哀
歌
に
耳
を

傾
け
ざ
り
き
。
一
世
の
輿
論
に
風
馬
牛
な
る
、
か
く
の
如
く
に
し
て
猶
遷
都

の
大
略
を
行
は
む
と
欲
す
、
豈
夫
得
べ
け
む
や
。
果
然
、
新
都
の
老
若
は
声
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を
斉
う
し
て
、
旧
都
に
還
ら
む
こ
と
を
求
め
た
り
。
而
し
て
彼
の
動
か
す
べ

か
ら
ざ
る
自
信
も
是
に
至
つ
て
、
聊
か
〻
急
に
し
て
、
革
命
の
気
運
既
に
熟

せ
る
を
報
じ
た
る
に
於
て
を
や
。
是
に
於
て
、
彼
は
福
原
に
退
嬰
す
る
の
平

氏
を
し
て
、
天
下
の
怨
府
た
ら
し
む
る
所
以
な
る
を
見
、
一
歩
を
退
く
の
東

国
の
源
氏
を
し
て
、
遠
馭
長
駕
の
機
を
得
し
む
る
を
見
、
遂
に
策
を
決
し
て
、

旧
都
に
還
れ
り
。
嗚
呼
、
彼
が
遷
都
の
英
断
も
、
か
く
の
如
く
に
し
て
、
空

し
く
失
敗
に
陥
り
了
り
ぬ
。

今
や
、
平
氏
の
危
機
は
目
睫
の
間
に
迫
り
来
れ
り
。
維
盛
の
征
東
軍
、
未
一

矢
を
交
へ
ざ
る
に
空
し
く
富
士
川
の
水
禽
に
驚
い
て
走
り
し
よ
り
、
近
江
源

氏
、
先
響
の
如
く
応
じ
て
立
ち
、
別
当
湛
増
亦
紀
伊
に
興
り
、
短
兵
疾
駆
、

荘
園
を
焼
掠
す
る
、
数
を
知
ら
ず
。
園
城
寺
の
緇
衣
軍
、
南
都
の
円
頂
賊
、
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次
い
で
動
く
事
、
雲
の
如
く
、
将
に
、
旗
鼓
堂
々
と
し
て
、
平
氏
政
府
を
劫

さ
む
と
す
。
是
豈
、
烈
火
の
如
き
入
道
相
国
が
、
よ
く
坐
視
す
る
に
堪
ふ
る

所
な
ら
む
や
。
然
り
、
彼
は
旧
都
に
帰
る
と
共
に
、
直
に
天
下
を
対
手
と
し

て
、
赤
手
を
ふ
る
ひ
て
大
挑
戦
を
試
み
た
り
。
彼
が
軌
道
以
外
の
彗
星
的
運

動
は
、
実
に
是
に
至
つ
て
其
極
点
に
達
し
た
り
き
。
如
何
に
彼
が
破
壊
的
政

策
に
し
て
、
果
鋭
峻
酷
な
り
し
か
は
、
左
に
掲
ぐ
る
冷
な
る
日
暦
之
を
証
し

て
余
り
あ
る
に
あ
ら
ず
や
。

　
　
○
治
承
四
年
十
月
二
十
三
日
　
入
道
相
国
福
原
の
新
都
を
去
り
、
同
二

　
　
十
六
日
京
都
に
入
る
。

　
　
○
十
二
月
二
日
　
平
知
盛
等
を
東
国
追
討
使
と
し
て
関
東
に
向
は
し
む
。

　
　
　
　
○
同
十
日
　
淡
路
守
清
房
を
し
て
、
園
城
寺
を
う
た
し
む
。
山
門
の
僧
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兵
園
城
寺
を
扶
け
て
、
平
軍
と
山
科
に
戦
ふ
。

　
　
　
同
日
　
清
房
園
城
寺
を
火
き
、
緇
徒
を
屠
る
。

　
　
○
同
二
十
五
日
　
蔵
人
頭
重
衡
を
し
て
、
南
都
に
向
は
し
む
。

　
　
○
同
廿
八
日
　
重
衡
、
兵
数
千
を
率
ゐ
て
興
福
寺
東
大
寺
を
火
き
、
一

　
　
宇
の
僧
房
を
止
め
ず
、
梟
首
三
十
余
級
。

　
　
○
同
廿
九
日
　
重
衡
都
へ
帰
る
。

彼
が
駕
を
旧
都
に
還
し
て
よ
り
、
僅
に
三
十
余
日
、
し
か
も
其
傍
若
無
人
の

行
動
は
、
実
に
天
下
を
し
て
驚
倒
せ
し
め
た
り
。

彼
は
、
時
代
の
信
仰
を
憚
ら
ず
し
て
、
伽
藍
を
火
く
を
恐
れ
ざ
り
き
。
然
れ

ど
も
彼
は
僧
徒
の
横
暴
を
抑
へ
む
が
為
に
、
然
か
せ
る
に
あ
ら
ず
。
内
、
自

ら
解
体
せ
む
と
す
る
政
府
を
率
ゐ
、
外
、
猛
然
と
し
て
来
り
迫
る
革
命
の
気
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運
に
応
ぜ
む
に
は
、
先
、
近
畿
の
禍
害
を
掃
蕩
す
る
の
急
務
な
る
を
信
じ
た

る
が
為
め
の
み
。
而
し
て
彼
は
、
此
一
挙
が
平
氏
政
府
の
命
運
を
繋
ぎ
た
る

一
縷
の
糸
を
切
断
せ
し
を
知
ら
ざ
る
也
。
彼
が
此
破
天
荒
の
痛
撃
は
、
久
し

く
平
氏
が
頭
上
の
瘤
視
し
た
る
南
都
北
嶺
を
し
て
、
遂
に
全
く
屏
息
し
去
る

の
止
む
を
得
ざ
る
に
至
ら
し
め
た
り
と
雖
も
、
平
氏
は
之
が
為
に
更
に
大
な

る
僧
徒
の
反
抗
を
喚
起
し
た
り
。
啻
に
僧
徒
の
反
抗
を
招
き
た
る
の
み
な
ら

ず
、
又
実
に
醇
篤
な
る
信
仰
を
有
し
た
る
天
下
の
蒼
生
を
し
て
、
仏
敵
を
以

て
平
氏
を
呼
ば
し
む
る
に
至
り
た
り
き
。
形
勢
、
既
に
か
く
の
如
し
。
自
ら

蜂
巣
を
破
れ
る
入
道
相
国
と
雖
も
、
焉
ぞ
奔
命
に
疲
れ
ざ
る
を
得
む
や
。
時

人
謡
ひ
て
曰
く
「
咲
き
つ
ゞ
く
花
の
都
を
ふ
り
す
て
て
、
風
ふ
く
原
の
末
ぞ

あ
や
ふ
き
」
と
、
然
り
真
に
「
風
ふ
く
原
の
末
ぞ
」
あ
や
ふ
か
り
き
。
平
氏
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は
、
福
原
の
遷
都
を
、
掉
尾
の
飛
躍
と
し
て
、
治
承
よ
り
養
和
に
、
養
和
よ

り
寿
永
に
、
寿
永
よ
り
元
暦
に
、
天
暦
よ
り
文
治
に
、
円
石
を
万
仞
の
峰
頭

よ
り
転
ず
る
が
如
く
、
刻
々
亡
滅
の
深
淵
に
向
つ
て
走
り
た
り
き
。

将
門
、
将
を
出
す
と
云
へ
る
が
如
く
、
我
木
曾
義
仲
も
亦
、
将
門
の
出
な
り

き
。
彼
は
六
条
判
官
源
為
義
の
孫
、
帯
刀
先
生
義
賢
の
次
子
、
木
曾
の
山
間

に
人
と
な
れ
る
を
以
て
、
時
人
称
し
て
木
曾
冠
者
と
云
ひ
ぬ
。
久
寿
二
年
二

月
、
義
賢
の
悪
源
太
義
平
に
戮
せ
ら
る
ゝ
や
、
義
平
、
彼
の
禍
を
な
さ
む
事

を
恐
れ
、
畠
山
庄
司
重
能
を
し
て
、
彼
を
求
め
し
む
る
、
急
也
。
重
能
彼
の

幼
弱
な
る
を
憫
み
、
竊
に
之
を
斎
藤
別
当
実
盛
に
託
し
、
実
盛
亦
彼
を
東
国

に
あ
ら
し
む
る
の
危
き
を
察
し
て
、
之
を
附
す
る
に
中
三
権
頭
兼
遠
を
以
て
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し
ぬ
。
而
し
て
中
三
権
頭
兼
遠
は
、
実
に
木
曾
の
渓
谷
に
雄
視
せ
る
豪
族
の

一
な
り
き
。
時
に
彼
は
年
僅
に
二
歳
、
彼
の
ロ
ー
マ
ン
チ
ツ
ク
な
る
生
涯
は
、

既
に
是
に
兆
せ
し
也
。

吾
人
は
、
彼
の
事
業
を
語
る
に
先
だ
ち
、
先
づ
木
曾
を
語
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

何
と
な
れ
ば
、
彼
の
木
曾
に
在
る
二
十
余
年
、
彼
の
一
生
が
此
間
に
多
大
の

感
化
を
蒙
れ
る
は
、
殆
ど
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
れ
ば
也
。
請
ふ
吾
人
を
し
て
源
平

盛
衰
記
を
引
か
し
め
よ
。
曰
、

　
木
曾
と
云
ふ
所
は
究
竟
の
城
廓
な
り
、
長
山
遙
に
連
り
て
禽
獣
稀
に
し
て

　
嶮
岨
屈
曲
也
、
渓
谷
は
大
河
漲
り
下
つ
て
人
跡
亦
幽
な
り
、
谷
深
く
桟
危

　
く
し
て
は
足
を
峙
て
て
歩
み
、
峰
高
く
巌
稠
し
て
は
眼
を
載
せ
て
行
く
、

　
尾
を
越
え
尾
に
向
つ
て
心
を
摧
き
、
谷
を
出
で
谷
に
入
つ
て
思
を
費
す
、
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東
は
信
濃
、
上
野
、
武
蔵
、
相
摸
に
通
つ
て
奥
広
く
、
南
は
美
濃
国
に
境

　
道
一
に
し
て
口
狭
し
、
行
程
三
日
の
深
山
也
。
縦
、
数
千
万
騎
を
以
て
も

　
攻
落
す
べ
き
様
も
な
し
、
況
や
、
桟
梯
引
落
し
て
楯
籠
ら
ば
、
馬
も
人
も

　
通
ふ
べ
き
所
に
あ
ら
ず
と
。

是
、
東
海
の
蜀
道
に
あ
ら
ず
や
。
惟
ふ
に
函
谷
の
嶮
に
よ
れ
る
秦
の
山
川
が
、

私
闘
に
怯
に
し
て
公
戦
に
勇
な
る
秦
人
を
生
め
る
が
如
く
、
革
命
の
気
運
既

に
熟
し
て
天
下
乱
を
思
ふ
の
一
時
に
際
し
、
昂
然
と
し
て
大
義
を
四
海
に
唱

へ
、
幾
多
慓
悍
な
る
革
命
の
健
児
を
率
ゐ
、
長
駆
、
六
波
羅
に
迫
れ
る
旭
日

将
軍
の
故
郷
と
し
て
、
は
た
其
事
業
の
立
脚
地
と
し
て
、
恥
ぢ
ざ
る
の
地
勢

を
有
し
た
り
と
云
ふ
べ
し
。
然
り
、
彼
が
一
世
を
空
う
す
る
の
覇
気
と
、
彼

が
旗
下
に
投
ぜ
る
木
曾
の
健
児
と
は
、
実
に
、
木
曾
川
の
長
流
と
木
曾
山
脈
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の
絶
嶺
と
に
擁
せ
ら
れ
た
る
、
此
二
十
里
の
大
峡
谷
に
養
は
れ
し
也
。
然
ら

ば
彼
が
家
庭
は
如
何
。
麻
中
の
蓬
を
し
て
直
か
ら
し
む
も
の
は
、
蓬
辺
の
麻

也
。
英
雄
の
児
を
し
て
英
雄
の
児
た
ら
し
む
る
も
の
は
其
家
庭
也
。
是
ハ
ミ

ル
カ
ル
あ
り
て
始
め
て
ハ
ン
ニ
バ
ル
あ
り
、
項
梁
あ
り
て
始
め
て
項
羽
あ
り
、

信
秀
あ
り
て
始
め
て
信
長
あ
る
の
所
以
、
鄭
家
の
奴
学
ば
ず
し
て
、
詩
を
歌

ふ
の
所
以
に
あ
ら
ず
や
。
思
う
て
是
に
至
る
、
吾
人
は
遂
に
、
彼
が
乳
人
に

し
て
、
し
か
も
彼
が
先
達
た
る
中
三
権
頭
兼
遠
の
人
物
を
想
見
せ
ざ
る
能
は

ず
。
彼
の
義
仲
に
於
け
る
、
猶
北
条
四
郎
時
政
の
頼
朝
に
於
け
る
如
し
。
彼

は
、
よ
り
朴
素
な
る
張
良
に
し
て
、
此
は
、
よ
り
老
猾
な
る
范
増
な
れ
ど
も
、

共
に
源
氏
の
胄
子
を
擁
し
、
大
勢
に
乗
じ
て
中
原
の
鹿
を
争
は
し
め
た
る
に

於
て
は
、
遂
に
其
帰
趣
を
同
く
せ
ず
ン
ば
あ
ら
ず
。
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義
仲
が
革
命
の
旗
を
飜
し
て
檄
を
天
下
に
伝
へ
む
と
す
る
や
、
彼
は
踊
躍
し

て
、
「
其
料
に
こ
そ
、
君
を
ば
此
二
十
年
ま
で
養
育
し
奉
り
て
候
へ
、
か
や

う
に
仰
せ
ら
る
ゝ
こ
そ
八
幡
殿
の
御
末
と
も
思
さ
せ
ま
し
ま
せ
」
と
叫
び
た

り
き
。
「
立
馬
呉
山
第
一
峰
」
の
野
心
、
此
短
句
に
躍
々
た
る
を
見
る
べ
し
。

始
め
、
実
盛
の
義
仲
を
し
て
彼
が
許
に
在
ら
し
む
る
や
、
彼
は
竊
に
「
今
こ

そ
孤
に
て
お
は
し
ま
す
と
も
、
武
運
開
か
ば
日
本
国
の
武
家
の
主
と
も
な
り

や
候
は
む
。
い
か
さ
ま
に
も
養
立
て
て
、
北
陸
道
の
大
将
軍
と
も
な
し
奉
ら

む
」
と
独
語
し
た
り
き
。
彼
が
、
雄
心
勃
々
と
し
て
禁
ず
る
能
は
ず
、
機
に

臨
ン
で
其
驥
足
を
伸
べ
む
と
試
み
た
る
老
将
た
り
し
や
知
る
べ
き
の
み
。
年

少
気
鋭
、
不
尽
の
火
其
胸
中
に
燃
え
て
止
ま
ざ
る
我
義
仲
に
し
て
斯
老
の
膝

下
に
あ
る
、
焉
ぞ
其
心
躍
ら
ざ
る
を
得
む
や
。
彼
が
悍
馬
に
鞭
ち
て
疾
駆
す
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る
や
、
彼
が
長
弓
を
横
へ
て
雉
兎
を
逐
ふ
や
、
彼
は
常
に
「
こ
れ
は
平
家
を

攻
む
べ
き
手
な
ら
ひ
」
と
云
へ
り
。

か
ゝ
る
家
門
の
歴
史
を
有
し
、
か
ゝ
る
渓
谷
に
人
と
な
り
、
而
し
て
か
ゝ
る

家
庭
に
成
育
せ
る
彼
は
、
か
く
の
如
く
に
し
て
其
烈
々
た
る
青
雲
の
念
を
鼓

動
せ
し
め
た
り
。
彼
は
実
に
木
曾
の
健
児
也
。
其
一
代
の
風
雲
を
捲
き
起
せ

る
の
壮
心
、
其
真
率
に
し
て
自
ら
忍
ぶ
能
は
ざ
る
の
血
性
、
其
火
の
如
く
な

る
功
名
心
、
皆
、
此
「
上
有
横
河
断
海
之
浮
雲
、
下
有
衝
波
逆
折
之
回
川
」

の
木
曾
の
高
山
幽
壑
の
中
に
磅
礴
し
た
る
、
家
庭
の
感
化
の
中
よ
り
得
来
れ

る
や
、
知
る
べ
き
の
み
。
吾
人
既
に
彼
が
時
勢
を
見
、
既
に
彼
が
境
遇
を
見

る
、
彼
が
如
何
な
る
人
物
に
し
て
、
彼
が
雄
志
の
那
辺
に
向
へ
る
か
は
、
吾

人
の
解
説
を
待
つ
て
之
を
知
ら
ざ
る
也
。

53



今
や
、
跼
天
蹐
地
の
孤
児
は
漸
く
に
青
雲
の
念
燃
ゆ
る
が
如
く
な
る
青
年
と

な
れ
り
。
而
し
て
彼
は
満
腔
の
覇
気
、
欝
勃
と
し
て
抑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
と
共

に
、
短
褐
孤
剣
、
飄
然
と
し
て
天
下
に
放
浪
し
た
り
。
彼
が
此
数
年
の
放
浪

は
、
実
に
彼
が
活
け
る
学
問
な
り
き
。
吾
人
は
彼
が
放
浪
に
つ
い
て
多
く
知

る
所
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
彼
は
屡
〻
京
師
に
至
り
て
六
波
羅
の
ほ
と
り
を
も
徘

徊
し
た
る
が
如
し
。
彼
は
、
恐
ら
く
、
此
放
浪
に
よ
り
て
天
下
の
大
勢
の
眉

端
に
迫
れ
る
を
、
最
も
切
実
に
感
じ
た
る
な
ら
む
。
恐
ら
く
は
又
、
其
功
名

の
念
に
し
て
、
更
に
幾
斛
の
油
を
注
が
れ
た
り
し
な
ら
む
。
想
ふ
、
彼
が
独

り
京
洛
の
路
上
に
立
ち
て
、
平
門
の
貴
公
子
が
琵
琶
を
抱
い
て
落
花
に
対
す

る
を
望
め
る
時
、
殿
上
の
卿
相
が
玉
笛
を
吹
い
て
春
に
和
せ
る
を
仰
げ
る
時
、

は
た
入
道
相
国
が
輦
車
を
駆
り
、
兵
仗
を
従
へ
、
儀
衛
堂
々
と
し
て
、
濶
歩
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せ
る
を
眺
め
し
時
、
必
ず
や
、
彼
は
其
胸
中
に
幾
度
か
我
と
つ
て
代
ら
む
と

叫
び
し
な
る
べ
し
。

然
り
、
彼
が
天
下
を
狭
し
と
す
る
の
雄
心
は
、
実
に
此
放
浪
に
よ
つ
て
、
養

は
れ
た
り
。
彼
が
霊
火
は
刻
一
刻
よ
り
燃
え
来
れ
り
。
彼
は
屡
〻
長
剣
を
按

じ
た
り
。
然
れ
ど
も
、
彼
は
猶
、
機
を
窺
う
て
動
か
ざ
り
き
。
将
に
是
、
池

中
の
蛟
竜
が
風
雲
の
乗
ず
べ
き
を
待
ち
て
、
未
立
た
ざ
る
も
の
、
唯
機
会
だ

に
あ
ら
し
め
ば
、
彼
が
鵬
翼
の
扶
揺
を
搏
つ
て
上
る
こ
と
九
万
里
、
青
天
を

負
う
て
南
を
図
ら
む
と
す
る
日
の
近
き
や
知
る
べ
き
の
み
。

思
ふ
に
、
彼
は
、
鹿
ヶ
谷
の
密
謀
に
よ
り
て
、
小
松
内
府
の
薨
去
に
よ
り
て
、

南
都
北
嶺
の
反
心
に
よ
り
て
、
平
賊
の
命
運
、
既
に
旦
夕
に
迫
れ
る
を
見
、

竊
に
莞
爾
と
し
て
時
の
到
ら
む
と
す
る
を
祝
せ
し
な
ら
む
。
然
り
、
機
は
来
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れ
り
、
バ
ス
チ
ー
ル
を
壊
つ
べ
き
の
機
は
遂
に
来
れ
り
。
天
下
は
高
倉
宮
の

令
旨
と
共
に
、
海
の
如
く
動
い
て
革
命
に
応
じ
た
り
。
而
し
て
、
彼
が
伝
家

の
白
旗
は
、
始
め
て
木
曾
の
山
風
に
飜
さ
れ
た
り
。
時
に
彼
、
年
二
十
七
歳
、

赤
地
の
錦
の
直
垂
に
、
紫
裾
濃
の
鎧
を
重
ね
、
鍬
形
の
兜
に
黄
金
づ
く
り
の

太
刀
、
鴎
尻
に
佩
き
反
ら
せ
た
る
、
誠
に
皎
と
し
て
、
玉
樹
の
風
前
に
臨
む

が
如
し
。
天
下
風
を
仰
い
で
其
旗
下
に
集
る
も
の
、
実
に
五
万
余
人
、
根
井

大
弥
太
行
親
は
来
れ
り
、
楯
六
郎
親
忠
は
来
れ
り
、
野
州
の
足
利
、
甲
州
の

武
田
、
上
州
の
那
和
、
亦
相
次
い
で
翕
然
と
し
て
来
り
従
ひ
、
革
命
軍
の
軍

威
隆
々
と
し
て
大
に
振
ふ
。
図
南
の
鵬
翼
既
に
成
れ
り
。
是
に
於
て
、
彼
は

戦
鼓
を
打
ち
旌
旗
を
連
ね
、
威
風
堂
々
と
し
て
、
南
信
を
出
で
、
軍
鋒
の
向

ふ
所
枯
朽
を
摧
く
が
如
く
、
治
承
四
年
九
月
五
日
、
善
光
寺
平
の
原
野
に
、
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笠
原
平
五
頼
直
（
平
氏
の
党
）
を
撃
つ
て
大
に
破
り
、
次
い
で
鋒
を
転
じ
て

上
野
に
入
り
、
同
じ
き
十
月
十
三
日
、
上
野
多
胡
の
全
郡
を
降
し
、
上
州
の

豪
族
を
し
て
、
争
う
て
其
大
旗
の
下
に
参
集
せ
し
め
た
り
。
是
実
に
頼
朝
が

富
士
川
の
大
勝
に
先
だ
つ
こ
と
十
日
、
か
く
の
如
く
に
し
て
、
彼
は
、
殆
ど

全
信
州
を
其
掌
中
に
収
め
了
れ
り
。

革
命
軍
の
飛
報
、
頻
々
と
し
て
櫛
の
歯
を
ひ
く
が
如
し
。
東
夷
西
戎
、
並
び

起
り
、
三
色
旗
は
日
一
日
よ
り
平
安
の
都
に
近
づ
か
む
と
す
。
楚
歌
、
蓬
壺

を
め
ぐ
つ
て
響
か
む
の
日
遠
き
に
あ
ら
ず
。
紅
燈
緑
酒
の
間
に
長
夜
の
飲
を

恣
に
し
た
る
平
氏
政
府
も
、
是
に
至
つ
て
遂
に
、
震
駭
せ
ざ
る
能
は
ざ
り
き
。

如
何
に
大
狼
狽
し
た
る
よ
。
平
治
以
来
、
螺
鈿
を
鏤
め
金
銀
を
装
ひ
、
時
流
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の
華
奢
を
凝
し
た
る
、
馬
鞍
刀
槍
も
、
是
唯
泰
平
の
装
飾
の
み
。
一
門
の
子

弟
は
皆
、
殿
上
後
宮
の
娘
子
軍
の
み
、
之
を
以
て
波
濤
の
如
く
迫
り
来
る
革

命
軍
に
当
ら
む
と
す
、
豈
朽
索
を
以
て
六
馬
を
馭
す
る
に
類
す
る
事
な
き
を

得
む
や
。
今
や
平
氏
政
府
の
周
章
は
其
極
点
に
達
し
た
り
。
然
れ
共
、
入
道

相
国
の
剛
腸
は
猶
猛
然
と
し
て
将
に
仆
れ
む
と
す
る
平
氏
政
府
を
挽
回
せ
む

と
欲
し
た
り
。
彼
は
、
東
軍
の
南
海
を
経
て
京
師
に
向
は
む
と
す
る
を
聞
き
、

軍
を
派
し
て
沿
海
を
守
ら
し
め
た
り
。

彼
は
西
海
北
陸
両
道
の
糧
馬
を
以
て
、
東
軍
と
戦
は
む
と
試
み
た
り
。
彼
が
、

困
憊
、
衰
残
の
政
府
を
提
げ
て
、
驀
然
と
し
て
来
り
迫
る
革
命
軍
に
応
戦
し

た
る
を
見
る
、
恰
も
、
颶
風
の
中
に
立
て
る
参
天
の
巨
樹
の
如
き
概
あ
り
。

吾
人
思
う
て
是
に
至
る
、
遂
に
彼
が
苦
衷
を
了
せ
ず
ン
ば
あ
ら
ず
。
関
東
に
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源
兵
衛
佐
あ
り
、
木
曾
に
旭
日
将
軍
あ
り
、
而
し
て
京
師
に
入
道
相
国
あ
り
、

三
個
の
風
雲
児
に
し
て
各
〻
手
に
唾
し
て
天
下
を
賭
す
。

真
に
是
れ
、
青
史
に
多
く
比
を
見
ざ
る
の
偉
観
也
。
し
か
も
運
命
は
飽
く
迄

も
平
氏
に
無
情
な
り
き
。
平
宗
盛
を
主
将
と
せ
る
有
力
な
る
征
東
軍
が
羽
檄

を
天
下
に
伝
へ
て
、
京
師
を
発
せ
む
と
す
る
の
前
夜
（
養
和
元
年
閏
二
月
一

日
）
天
乎
命
乎
、
入
道
相
国
は
俄
然
と
し
て
病
め
り
。
征
東
の
軍
是
に
期
を

失
し
て
発
せ
ず
、
越
え
て
四
日
、
病
革
り
て
祖
竜
遂
に
仆
る
。
赤
旗
光
無
う

し
て
日
色
薄
し
、
黄
埃
散
漫
と
し
て
風
徒
に
粛
索
、
帯
甲
百
万
、
路
に
満
つ

れ
ど
も
往
反
の
客
、
面
に
憂
色
あ
り
。
嗚
呼
、
絶
代
の
英
雄
児
は
か
く
の
如

く
に
し
て
逝
け
り
。
平
門
の
柱
石
は
か
く
の
如
く
に
し
て
砕
け
た
り
。
棟
梁

の
材
既
に
な
し
、
か
く
し
て
誰
か
成
功
を
百
里
の
外
に
期
す
る
も
の
ぞ
。
見
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よ
見
よ
西
海
の
没
落
は
刻
々
眉
端
に
迫
れ
る
也
。

入
道
相
国
逝
い
て
宗
盛
次
い
で
立
つ
。
然
れ
ど
も
彼
は
不
肖
の
子
な
り
き
。

彼
は
経
世
的
手
腕
と
眼
孔
と
に
於
て
は
殆
ど
乃
父
浄
海
の
足
下
に
も
及
ぶ
能

は
ざ
り
き
。
彼
は
興
福
東
大
両
寺
の
荘
園
を
還
附
し
、
宣
旨
を
以
て
三
十
五

ヶ
国
に
諜
し
興
福
寺
の
修
造
を
命
ぜ
し
め
し
が
如
き
、
仏
に
佞
し
僧
に
諛
ひ
、

平
門
の
威
武
を
墜
さ
し
む
る
、
是
よ
り
大
な
る
は
非
ず
。
彼
は
直
覚
的
烱
眼

に
於
て
は
乃
父
に
劣
る
事
遠
く
、
天
下
の
大
機
を
平
正
穏
当
の
間
に
補
綴
し
、

人
を
し
て
其
然
る
を
覚
え
ず
し
て
然
ら
し
む
る
、
活
滑
な
る
器
度
に
於
て
は
、

重
盛
に
及
ば
ず
。
懸
軍
万
里
、
計
を
帷
幄
の
中
に
め
ぐ
ら
し
、
勝
を
千
里
の

外
に
決
す
る
将
略
に
於
て
は
我
義
仲
に
比
肩
す
る
能
は
ず
。
し
か
も
猶
、
其

不
学
、
無
術
を
以
て
、
天
下
の
革
命
軍
に
対
せ
む
と
す
。
是
、
赤
手
を
以
て
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江
河
を
支
ふ
る
の
難
き
よ
り
も
、
難
き
也
。
泰
山
既
に
倒
れ
豎
子
台
鼎
の
重

位
に
上
る
、
革
命
軍
の
意
気
は
愈
〻
昂
れ
り
。
し
か
も
、
此
時
に
於
て
平
氏

に
致
命
の
打
撃
を
与
へ
た
る
は
、
実
に
其
財
政
難
な
り
き
。
平
家
物
語
の
著

者
を
し
て
「
お
そ
ら
く
は
、
帝
闕
も
仙
洞
も
こ
れ
に
は
す
ぎ
じ
と
ぞ
見
え
し
」

と
、
驚
歎
せ
し
め
た
る
一
門
の
栄
華
は
、
遂
に
平
氏
の
命
数
を
し
て
、
幾
年

の
短
き
に
迫
ら
し
め
た
り
。
夫
水
蹙
れ
ば
魚
益
〻
躍
る
。
是
に
於
て
平
氏
は
、

恰
も
傷
き
た
る
猪
の
如
く
、
無
二
無
三
に
過
重
な
る
収
斂
を
以
て
、
此
窮
境

を
脱
せ
む
と
欲
し
た
り
。
平
氏
が
使
者
を
伊
勢
の
神
三
郡
に
遣
り
て
、
兵
糧

米
を
、
充
課
し
た
る
が
如
き
、
は
た
、
平
貞
能
の
九
州
に
下
り
て
、
徭
を
重

う
し
、
賦
を
繁
う
し
、
四
方
の
怨
嗟
を
招
き
し
が
如
き
、
是
、
平
氏
の
財
力

の
既
に
窮
し
た
る
を
表
す
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
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あ
あ
大
絃
急
な
れ
ば
小
絃
絶
ゆ
。
さ
ら
ぬ
だ
に
、
凶
年
と
兵
乱
と
に
苦
め
る

天
下
の
蒼
生
は
、
今
や
彼
等
が
倒
懸
の
苦
楚
に
堪
ふ
る
能
は
ず
、
斉
し
く
立

つ
て
平
氏
を
呪
ひ
、
平
氏
を
罵
り
、
平
氏
に
反
き
、
空
拳
を
以
て
彼
等
が
軛

を
脱
せ
む
と
試
み
し
な
り
。
是
に
於
て
、
靄
の
如
く
天
下
を
蔽
へ
る
蒼
生
は
、

不
平
の
忽
に
し
て
、
革
命
軍
の
成
功
を
期
待
す
る
の
、
盛
な
る
声
援
の
叫
と

な
れ
り
。
し
か
も
此
危
険
に
際
し
て
、
猶
諸
国
に
命
じ
て
南
都
の
両
寺
を
修

せ
し
め
し
が
如
き
、
傘
張
法
橋
の
豚
犬
児
が
、
愚
な
る
政
策
は
、
此
声
援
を

し
て
更
に
幾
倍
の
大
を
加
へ
し
め
た
り
。
入
道
相
国
逝
い
て
未
三
歳
な
ら
ず
、

胡
馬
洛
陽
に
嘶
き
、
天
日
西
海
に
没
せ
る
、
豈
宜
な
ら
ず
と
せ
む
や
。

吾
人
を
し
て
、
再
、
我
木
曾
義
仲
に
、
か
へ
ら
し
め
よ
。
天
下
を
麾
い
で
既
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に
ル
ビ
コ
ン
を
渡
れ
る
彼
は
、
養
和
元
年
六
月
、
越
後
の
住
人
、
城
四
郎
長

茂
が
率
ゐ
る
六
万
の
平
軍
と
、
横
田
川
を
隔
て
て
相
対
し
ぬ
。
俊
才
、
嚢
中

の
錐
の
如
き
彼
は
、
直
に
部
将
井
上
九
郎
光
盛
を
し
て
赤
旗
を
立
て
て
前
ま

し
め
、
彼
自
ら
は
河
を
済
り
、
戦
鼓
を
う
つ
て
戦
を
挑
み
、
平
軍
の
彼
が
陣

を
衝
か
む
と
す
る
に
乗
じ
て
光
盛
等
を
し
て
、
赤
旗
を
倒
し
て
白
旗
を
飜
し
、

急
に
敵
軍
を
夾
撃
せ
し
め
て
大
に
勝
ち
、
遂
に
長
茂
を
し
て
越
後
に
走
ら
し

め
た
り
。
是
実
に
、
淮
陰
侯
が
、
井
陘
に
成
安
君
を
破
れ
る
の
妙
策
、
錐
は

遂
に
悉
く
穎
脱
し
了
れ
る
也
。
越
え
て
八
月
、
宗
盛
、
革
命
軍
の
軍
鋒
、
竹

を
破
る
が
如
き
を
聞
き
、
倉
皇
と
し
て
北
陸
道
追
討
の
宣
旨
を
請
ひ
、
中
宮

亮
平
通
盛
、
但
馬
守
平
経
正
等
を
主
将
と
せ
る
征
北
軍
を
組
織
し
、
彼
が
奔

流
の
如
き
南
下
を
妨
げ
し
め
た
り
。
然
れ
ど
も
、
九
月
通
盛
等
の
軍
、
彼
と
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戦
つ
て
大
に
敗
れ
、
退
い
て
敦
賀
の
城
に
拒
ぎ
し
も
遂
に
支
ふ
る
能
は
ず
、

首
尾
断
絶
し
て
軍
悉
く
潰
走
し
、
辛
く
も
敗
滅
の
恥
を
免
る
ゝ
を
得
た
り
。

是
に
於
て
、
革
命
軍
の
武
威
、
遠
く
上
野
、
信
濃
、
越
後
、
越
中
、
能
登
、

加
賀
、
越
前
を
風
靡
し
、
七
州
の
豪
傑
、
嘯
集
し
て
其
旗
下
に
投
じ
、
剣
槊

霜
の
如
く
に
し
て
介
馬
数
万
、
意
気
堂
々
と
し
て
已
に
平
氏
政
府
を
呑
め
り
。

薄
倖
の
孤
児
、
木
曾
の
野
人
、
旭
将
軍
義
仲
の
得
意
や
、
知
る
べ
き
也
。
北

陸
既
に
定
ま
り
、
兵
甲
既
に
足
る
。
彼
は
速
に
、
遠
馭
長
駕
、
江
河
の
堤
を

決
す
る
が
如
き
勢
を
以
て
京
師
に
侵
入
せ
む
と
欲
し
た
り
。
而
し
て
大
牙
未

南
に
向
は
ざ
る
に
先
だ
ち
、
恰
も
関
八
州
を
席
の
如
く
巻
き
将
に
東
海
道
を

西
進
せ
む
と
し
た
る
源
兵
衛
佐
頼
朝
に
よ
つ
て
送
ら
れ
た
る
一
封
の
書
簡
は
、

彼
の
征
南
を
し
て
止
め
し
め
た
り
。
書
に
曰
、
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平
家
朝
威
を
背
き
奉
り
、
仏
法
を
亡
す
に
よ
り
て
、
源
家
同
姓
の
と
も
が

　
ら
に
仰
せ
て
、
速
に
追
討
す
べ
き
由
、
院
宣
を
下
さ
れ
了
ン
ぬ
。
尤
も
夜

　
を
以
て
日
に
つ
い
で
、
逆
臣
を
討
ち
て
、
宸
襟
を
や
す
め
奉
る
べ
き
の
と

　
こ
ろ
、
十
郎
蔵
人
私
の
む
ほ
ん
を
起
し
、
頼
朝
追
討
の
企
あ
り
と
聞
ゆ
。

　
然
る
を
か
の
人
に
同
心
し
て
扶
持
し
置
か
る
ゝ
の
条
、
且
は
一
門
不
合
、

　
且
は
平
家
の
あ
ざ
け
り
な
り
。
但
、
御
所
存
を
わ
き
ま
へ
ず
、
も
し
異
な

　
る
こ
と
仔
細
な
く
ば
、
速
に
蔵
人
を
出
さ
る
ゝ
か
、
そ
れ
さ
も
な
く
ば
、

　
清
水
殿
（
義
仲
の
子
清
水
冠
者
義
高
）
を
こ
れ
へ
渡
し
玉
へ
、
父
子
の
義

　
を
な
し
奉
る
べ
し
。
両
条
の
内
一
も
、
承
認
な
く
ン
ば
、
兵
を
さ
し
つ
か

　
は
し
て
、
誅
し
奉
る
べ
し
。

是
、
実
に
彼
に
と
り
て
は
不
慮
の
云
ひ
が
か
り
な
り
し
也
。
蓋
し
、
頼
朝
の
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彼
に
平
な
ら
ざ
る
所
以
は
、
啻
に
、
頼
朝
と
和
せ
ず
し
て
去
り
た
る
十
郎
蔵

人
行
家
が
、
彼
の
陣
中
に
投
じ
た
る
が
為
の
み
に
あ
ら
ざ
り
き
。
始
め
、
頼

朝
の
関
八
州
を
う
ち
て
一
丸
と
為
さ
む
と
す
る
や
、
常
陸
の
住
人
信
太
三
郎

先
生
義
広
、
独
り
、
膝
を
屈
し
て
彼
の
足
下
に
九
拝
す
る
を
潔
し
と
せ
ず
、

走
つ
て
義
仲
の
軍
に
投
じ
ぬ
。
「
為
人
不
忍
」
の
彼
は
、
義
広
の
枯
魚
の
如

く
な
る
落
魄
を
見
る
に
堪
へ
ず
、
喜
ン
で
彼
を
し
て
其
旗
下
に
止
ら
し
め
た

り
。
是
実
に
頼
朝
の
憤
れ
る
所
な
り
き
。
し
か
も
義
仲
、
已
に
覇
を
北
陸
に

称
す
、
汗
馬
刀
槍
、
其
掌
中
に
あ
り
、
鉄
騎
甲
兵
、
其
令
下
に
あ
り
。
彼
に

し
て
一
た
び
野
心
を
挾
ま
む
乎
、
帯
甲
百
万
、
鼙
鼓
を
撃
つ
て
鎌
倉
に
向
は

む
の
日
遠
き
に
あ
ら
ず
、
是
実
に
頼
朝
の
畏
れ
た
る
所
な
り
き
。

加
ふ
る
に
義
仲
と
快
か
ら
ざ
る
、
武
田
信
光
が
、
好
機
逸
す
べ
か
ら
ず
と
し
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て
、
彼
を
頼
朝
に
讒
し
た
る
に
於
て
を
や
。
三
分
の
恐
怖
と
七
分
の
憤
怨
と

を
抱
け
る
頼
朝
は
、
是
に
於
て
、
怫
然
と
し
て
書
を
彼
に
飛
ば
し
た
り
。
而

し
て
自
ら
十
万
の
逞
兵
を
率
ゐ
て
碓
日
を
越
え
、
馬
首
東
を
指
し
て
彼
と
雌

雄
を
決
せ
む
と
試
み
た
り
。
今
や
か
く
の
如
く
に
し
て
、
革
命
軍
の
双
星
は
、

戟
を
横
へ
て
茫
漠
た
る
信
の
山
川
に
其
勇
を
競
は
む
と
す
、
天
下
の
大
勢
は

彼
が
一
言
に
関
れ
り
。
彼
は
直
に
諸
将
を
集
め
て
問
へ
り
。
「
戦
は
む
乎
否

乎
」
と
、
諸
将
躍
然
と
し
て
答
へ
て
曰
「
願
く
は
戦
は
む
」
と
、
彼
、
黙
然

た
り
。
諸
将
再
切
歯
し
て
曰
「
願
く
は
、
臣
等
の
碧
蹄
、
八
州
の
草
を
蹂
躙

せ
む
」
と
、
然
れ
ど
も
、
彼
は
猶
答
へ
ざ
り
き
。
彼
は
遂
に
情
の
人
也
。
彼

は
、
戈
を
逆
に
し
て
一
門
の
血
を
流
さ
む
に
は
、
余
り
に
人
が
よ
す
ぎ
た
り
。

彼
は
此
無
法
な
る
云
ひ
が
か
り
に
対
し
て
も
、
猶
、
頼
朝
を
骨
肉
と
し
て
遇
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し
た
り
。
而
し
て
彼
は
、
遂
に
義
高
を
送
り
て
、
頼
朝
の
怒
を
和
め
た
り
き
。

然
り
、
彼
は
遂
に
情
の
人
也
。
彼
は
、
行
家
義
広
等
の
窮
鳥
を
猟
夫
の
手
に

委
す
に
忍
び
ざ
り
き
。
彼
は
豆
を
煮
る
に
、
豆
莢
を
燃
や
す
を
欲
せ
ざ
り
き
。

彼
は
児
女
の
情
を
有
し
た
り
。
彼
は
行
路
の
人
に
忍
び
ざ
る
情
を
有
し
た
り
。

あ
ゝ
「
如
此
殺
身
猶
洒
落
」
な
る
も
の
、
豈
、
独
り
西
楚
の
覇
王
に
止
ら
む

や
。
請
ふ
吾
人
を
し
て
恣
に
推
察
せ
し
め
よ
。
若
し
彼
に
し
て
決
然
と
し
て
、

頼
朝
の
挑
戦
に
応
ぜ
し
な
ら
ば
、
木
曾
の
眠
獅
と
蛭
ヶ
小
島
の
臥
竜
と
の
敢

戦
は
、
更
に
幾
倍
の
偉
観
を
き
は
め
し
な
る
べ
く
、
天
下
は
漢
末
の
如
く
三

分
せ
ら
れ
し
な
る
べ
く
、
而
し
て
中
原
の
鹿
誰
が
手
に
落
つ
べ
き
乎
は
未
俄

に
断
ず
べ
か
ら
ざ
り
し
な
る
べ
し
。
か
く
し
て
、
春
風
は
再
、
両
雄
の
間
に

吹
け
り
。
頼
朝
は
、
旌
旗
を
め
ぐ
ら
し
て
鎌
倉
に
帰
れ
り
。
而
し
て
彼
は
遂
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に
、
久
し
く
其
予
期
し
た
る
が
如
く
、
豼
貅
五
万
、
旗
鼓
堂
々
と
し
て
南
に

向
へ
り
。

老
い
て
も
獅
子
は
百
獣
の
王
也
。
革
命
軍
の
鋭
鋒
、
当
る
べ
か
ら
ざ
る
を
聞

け
る
宗
盛
は
、
是
に
於
て
、
舞
楽
の
名
手
、
五
月
人
形
の
大
将
軍
右
近
衛
中

将
平
維
盛
を
主
将
と
せ
る
、
有
力
な
る
征
北
軍
を
組
織
し
、
白
旄
黄
鉞
、
粛

々
と
し
て
、
怒
濤
の
如
く
来
り
迫
る
革
命
軍
を
、
討
た
し
め
た
り
。
平
軍
十

万
、
赤
旗
天
を
掩
ひ
精
甲
日
に
輝
く
。
流
石
に
、
滔
天
の
勢
を
以
て
突
進
し

た
る
我
北
陸
の
革
命
軍
も
、
平
氏
が
此
窮
鼠
の
如
き
逆
撃
に
対
し
て
は
、
陣

頭
の
自
ら
乱
る
ゝ
を
禁
ず
る
能
は
ざ
り
き
。
我
義
仲
が
、
富
樫
入
道
仏
誓
を

し
て
守
ら
し
め
た
る
燧
山
城
の
要
害
、
先
平
軍
の
手
に
帰
し
、
次
い
で
林
六

郎
光
明
の
堅
陣
、
忽
ち
に
し
て
平
軍
の
撃
破
す
る
所
と
な
り
、
遂
に
革
命
軍
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が
血
を
以
て
購
へ
る
加
賀
一
州
の
江
山
を
し
て
、
再
び
平
門
の
豎
子
が
掌
中

に
収
め
し
む
る
の
恨
事
を
生
じ
た
り
。
既
に
源
軍
を
破
つ
て
意
気
天
を
衝
け

る
平
軍
は
、
是
に
至
り
て
三
万
の
軽
鋭
を
分
ち
て
志
雄
山
に
向
は
し
め
、
大

将
軍
、
維
盛
自
ら
は
、
七
万
の
大
軍
を
駆
つ
て
礪
波
山
に
陣
し
、
長
蛇
捲
地

の
勢
を
な
し
て
、
一
挙
、
革
命
軍
を
越
中
よ
り
、
掃
蕩
せ
む
と
欲
し
た
り
。

然
り
と
雖
も
、
平
右
近
衛
中
将
は
、
決
し
て
我
義
仲
に
肩
随
す
べ
き
将
略
と

勇
気
と
を
有
せ
ざ
り
き
。
越
後
に
あ
り
て
革
命
軍
の
敗
報
を
耳
に
し
た
る
義

仲
は
、
直
ち
に
全
軍
を
提
げ
て
越
中
に
入
れ
り
。
越
中
に
入
れ
る
と
共
に
直

ち
に
、
蔵
人
行
家
を
し
て
志
雄
山
の
平
軍
を
討
た
し
め
た
り
。
志
雄
山
の
平

軍
を
討
た
し
む
る
と
共
に
、
直
ち
に
鼓
噪
し
て
黒
坂
に
至
り
維
盛
と
相
対
し

て
白
旗
を
埴
生
の
寒
村
に
飜
せ
り
。
数
を
以
て
す
れ
ば
彼
は
実
に
平
軍
の
半
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に
み
た
ず
、
地
を
以
て
す
れ
ば
、
平
軍
は
已
に
礪
波
の
嶮
要
を
擁
せ
り
。
彼

の
之
を
以
て
平
軍
の
鋭
鋒
を
挫
き
、
倒
瀾
を
既
墜
に
め
ぐ
ら
さ
む
と
欲
す
、

豈
難
か
ら
ず
と
せ
む
や
。

然
れ
共
、
彼
は
、
泉
の
如
く
湧
く
敏
才
を
有
し
た
り
き
。
彼
は
、
其
夜
猛
牛

数
百
を
集
め
炬
を
其
角
に
縛
し
、
鞭
ち
て
之
を
敵
陣
に
縦
ち
、
源
軍
四
万
。

雷
鼓
し
て
平
軍
を
衝
き
ぬ
。
角
上
の
炬
火
、
連
る
こ
と
星
の
如
く
、
喊
声
鼓

声
、
相
合
し
て
南
溟
の
衆
水
一
時
に
覆
る
か
と
疑
は
る
。
平
軍
潰
敗
し
て
南

壑
に
走
り
、
崖
下
に
投
じ
て
死
す
る
も
の
一
万
八
千
余
人
、
人
馬
相
蹂
み
、

刀
戟
相
貫
き
、
積
屍
陵
を
な
し
、
戦
塵
天
を
掩
ふ
。
維
盛
僅
に
血
路
を
ひ
ら

き
、
残
軍
を
合
し
て
加
賀
に
走
り
、
佐
良
岳
の
天
嶮
に
拠
り
て
、
再
革
命
軍

を
拒
守
せ
む
と
し
た
る
も
、
大
勢
の
赴
く
所
亦
如
何
と
も
な
す
べ
か
ら
ず
。
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志
雄
山
の
平
軍
既
に
破
れ
、
義
仲
行
家
疾
馳
し
て
平
軍
に
迫
る
、
無
人
の
境

を
行
く
が
如
く
、
安
宅
の
渡
を
渉
り
て
篠
原
を
襲
ひ
、
遂
に
大
に
征
北
軍
を

撃
破
し
、
勇
奮
突
破
、
南
に
進
む
こ
と
、
猛
虎
の
群
羊
を
駆
る
が
如
く
、
将

に
長
駆
し
て
京
師
に
入
ら
む
と
す
。
か
く
し
て
、
寿
永
二
年
七
月
、
赤
幟
、

洛
陽
を
指
し
て
、
敗
残
の
平
軍
、
悉
く
都
に
帰
る
と
共
に
、
義
仲
は
北
陸
道

よ
り
近
江
に
入
り
、
行
家
は
東
山
道
よ
り
大
和
に
入
り
、
革
命
軍
の
白
旗
、

雪
の
如
く
、
近
畿
の
山
河
に
満
て
り
。

此
時
に
於
て
、
平
氏
と
義
仲
と
の
間
に
横
は
れ
る
勝
敗
の
決
は
、
一
に
延
暦

寺
が
源
平
の
何
れ
に
力
を
寄
す
べ
き
乎
に
存
し
た
り
き
。
若
し
、
幾
千
の
山

法
師
に
し
て
、
平
氏
と
合
し
て
、
楯
を
源
軍
に
つ
き
し
と
せ
む
乎
、
或
は
革

命
軍
の
旗
、
洛
陽
に
飜
る
の
時
な
か
り
し
や
も
、
亦
知
る
べ
か
ら
ず
。
然
れ
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ど
も
延
暦
寺
は
、
必
し
も
平
氏
の
忠
実
な
る
味
方
に
は
あ
ら
ざ
り
き
。
延
暦

寺
は
平
氏
に
対
し
て
平
な
る
能
は
ざ
る
幾
多
の
理
由
を
有
し
た
り
き
。
平
氏

が
兵
糧
米
を
山
門
領
に
課
せ
る
が
如
き
、
厳
島
を
尊
敬
し
て
前
例
を
顧
み
ず
、

妄
に
高
倉
上
皇
の
御
幸
を
請
ひ
た
る
が
如
き
、
豈
其
の
一
た
る
な
か
ら
む
や
。

反
平
氏
の
空
気
は
山
門
三
千
の
、
円
頂
黒
衣
の
健
児
の
間
に
も
充
満
し
た
り
。

彼
等
は
恰
も
箭
鼠
の
如
し
、
彼
等
は
撫
づ
れ
ば
、
撫
づ
る
ほ
ど
其
針
毛
を
逆

立
た
し
む
る
也
。
清
盛
の
懐
柔
政
策
が
彼
等
の
気
焔
を
し
て
却
つ
て
、
高
か

ら
し
め
た
る
、
素
よ
り
偶
然
な
り
と
な
さ
ず
。
今
や
、
山
門
は
、
二
人
の
猟

夫
に
逐
は
れ
た
る
一
頭
の
兎
と
な
れ
り
。
二
人
の
花
婿
に
恋
は
れ
た
る
一
人

の
花
嫁
と
な
れ
り
。
而
し
て
平
氏
は
、
其
源
軍
に
力
を
合
す
る
を
恐
れ
、
平

門
の
卿
相
十
人
の
連
署
し
た
る
起
請
文
を
送
り
て
、
延
暦
寺
を
氏
寺
と
な
し
、

73



日
吉
社
を
氏
神
と
な
す
を
誓
ひ
、
巧
辞
を
以
て
其
歓
心
を
買
は
む
と
欲
し
た

り
。
然
れ
ど
も
山
門
は
冷
然
と
し
て
之
に
答
へ
ざ
り
き
。
同
時
に
義
仲
の
祐

筆
に
し
て
、
し
か
も
革
命
軍
の
軍
師
な
り
し
大
夫
坊
覚
明
は
、
延
暦
寺
に
牒

し
て
之
を
誘
ひ
、
山
門
亦
之
に
応
じ
て
、
明
に
平
氏
に
対
し
て
反
抗
の
旗
を

ひ
る
が
へ
し
た
り
。
是
、
実
に
平
氏
が
蒙
り
た
る
最
後
の
痛
撃
な
り
き
。
山

門
既
に
平
氏
に
反
く
、
平
氏
が
、
知
盛
、
重
衡
等
を
し
て
率
ゐ
し
め
た
る
防

禦
軍
が
、
遂
に
海
潮
の
如
く
迫
り
来
る
革
命
軍
に
対
し
て
、
殆
ど
何
等
の
用

を
も
な
さ
ざ
り
し
も
豈
宜
な
ら
ず
や
。
か
く
の
如
く
に
し
て
、
革
命
の
激
流

は
一
瀉
千
里
、
遂
に
平
氏
政
府
を
倒
滅
せ
し
め
た
り
。
平
氏
は
是
に
於
て
最

後
の
窮
策
に
出
で
至
尊
と
神
器
と
を
擁
し
て
西
国
に
走
ら
む
と
欲
し
た
り
。

竜
駕
已
に
赤
旗
の
下
に
あ
ら
ば
又
以
て
、
宣
旨
院
宣
を
藉
り
て
四
海
に
号
令
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す
る
を
得
べ
く
、
已
に
四
海
に
号
令
す
る
を
得
ば
再
天
日
の
墜
ち
む
と
す
る

を
回
ら
し
、
天
下
を
し
て
平
氏
の
天
下
た
ら
し
む
る
も
敢
て
難
事
に
あ
ら
ず
。

平
氏
が
胸
中
の
成
竹
は
実
に
か
く
の
如
く
な
り
し
也
。
し
か
も
、
機
急
な
る

に
及
ン
で
法
皇
は
竊
に
平
氏
を
去
り
山
門
に
上
り
て
源
軍
の
中
に
投
じ
給
ひ

ぬ
。
百
事
、
悉
、
齟
齬
す
、
平
氏
は
遂
に
主
上
を
擁
し
て
天
涯
に
走
れ
り
。

翠
華
は
、
揺
々
と
し
て
西
に
向
ひ
、
霓
旌
は
飜
々
と
し
て
悲
風
に
動
く
、
嗚

呼
、
「
昨
日
は
東
関
の
下
に
轡
を
な
ら
べ
て
十
万
余
騎
、
今
日
は
西
海
の
波

に
纜
を
解
き
て
七
千
余
人
、
保
元
の
昔
は
春
の
花
と
栄
え
し
か
ど
も
、
寿
永

の
今
は
、
秋
の
紅
葉
と
落
ち
は
て
ぬ
。
」
然
り
、
平
氏
は
、
遂
に
、
久
し
く

予
期
せ
ら
れ
た
る
没
落
の
悲
運
に
遭
遇
し
た
り
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
を
焼
野
の
は
ら
と
か
へ
り
見
て
末
も
け
ぶ
り
の
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波
路
を
ぞ
ゆ
く

　
　
　
　
　
三
　
最
後

鳳
闕
の
礎
空
し
く
残
り
て
、
西
八
条
の
余
燼
、
未
暖
な
る
寿
永
二
年
七
月
二

十
六
日
、
我
木
曾
冠
者
義
仲
は
、
白
馬
金
鞍
、
揚
々
と
し
て
、
彼
が
多
年
、

夢
寐
の
間
に
望
み
た
る
洛
陽
に
入
れ
り
。
超
え
て
八
月
十
日
、
左
馬
頭
兼
伊

予
守
に
拝
せ
ら
れ
、
虎
符
を
佩
び
皐
比
に
坐
し
、
号
し
て
旭
日
将
軍
と
称
し

ぬ
。
今
や
、
彼
が
得
意
は
其
頂
点
に
達
し
た
り
。
彼
は
其
熱
望
し
た
る
が
如

く
遂
に
桂
冠
を
頂
け
り
。
寿
永
の
革
命
は
か
く
し
て
彼
が
凱
歌
の
下
に
其
局

を
結
び
た
り
。
然
り
と
雖
も
、
彼
と
頼
朝
と
が
、
相
応
呼
し
て
、
猟
し
得
た
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る
中
原
の
鹿
は
、
果
し
て
何
人
の
手
中
に
か
落
ち
む
と
す
る
。
若
し
彼
に
し

て
之
を
得
む
乎
、
野
心
満
々
た
る
源
家
の
呉
児
に
し
て
焉
ぞ
、
手
を
袖
に
し

て
、
傍
観
せ
む
や
。
若
し
頼
朝
に
し
て
之
を
得
む
乎
、
固
よ
り
火
の
如
き
血

性
の
彼
の
黙
し
て
止
む
べ
き
に
あ
ら
ず
。
双
虎
一
羊
を
争
ふ
、
彼
等
が
剣
を

横
へ
て
陣
頭
に
相
見
る
日
の
近
き
や
知
る
べ
き
の
み
。
し
か
も
、
シ
シ
リ
ー

に
破
れ
た
る
カ
ル
セ
ー
ヂ
は
、
暫
く
蟄
し
て
大
ロ
ー
マ
の
轅
門
に
降
る
と
雖

も
、
捲
土
重
来
、
幢
戟
南
伊
太
利
の
原
野
に
満
ち
て
、
再
カ
ン
ネ
ー
に
会
稽

の
恥
を
雪
が
ず
ン
ば
や
ま
ず
。
鳳
輦
西
に
向
ひ
て
、
西
海
に
浮
び
た
る
平
氏

は
、
九
州
四
国
の
波
濤
の
健
児
を
糾
合
し
て
、
鸞
旗
を
擁
し
征
帆
を
か
ゝ
げ
、

更
に
三
軍
を
従
へ
て
京
師
に
迫
る
の
日
な
く
ン
ば
や
ま
ず
。
風
雪
将
に
至
ら

む
と
し
て
、
氷
天
霰
を
飛
ば
す
、
義
仲
の
成
功
と
共
に
動
乱
の
気
運
は
、
再
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洪
瀾
の
如
く
漲
り
来
れ
り
。

然
り
、
彼
は
成
功
と
共
に
失
敗
を
得
た
り
。
彼
が
粟
津
の
敗
死
は
既
に
彼
が
、

懸
軍
長
駆
、
白
旗
を
ひ
る
が
へ
し
て
洛
陽
に
入
れ
る
の
日
に
兆
し
た
り
。
彼

は
、
其
勃
々
た
る
青
雲
の
念
を
し
て
満
足
せ
し
む
る
と
同
時
に
、
彼
の
位
置

の
頗
る
危
険
な
る
を
感
ぜ
ざ
る
能
は
ざ
り
き
。
彼
は
北
方
の
強
た
る
革
命
軍

を
率
ゐ
て
洛
陽
に
入
れ
り
、
而
し
て
、
洛
陽
は
、
彼
等
が
住
す
べ
き
の
地
に

は
あ
ら
ざ
り
き
。
剣
と
酒
と
を
愛
す
る
北
国
の
健
児
は
、
其
兵
糧
の
窮
乏
を

感
ず
る
と
共
に
、
直
に
市
邑
村
落
を
掠
略
し
た
り
。
彼
等
の
な
す
所
は
飽
く

迄
も
直
截
に
し
て
、
且
飽
く
迄
も
乱
暴
な
り
き
。
彼
等
は
、
馬
を
青
田
に
放

つ
て
秣
ふ
を
憚
ら
ざ
り
き
。
彼
等
は
伽
藍
を
壊
ち
て
、
薪
と
す
る
を
恐
れ
ざ

り
き
。

78木曾義仲論（東京府立第三中学校学友会誌）



彼
等
は
、
彼
等
の
野
性
を
以
て
、
典
例
と
儀
格
と
を
重
ン
ず
る
京
洛
の
人
心

を
し
て
聳
動
せ
し
め
た
り
。
而
し
て
天
下
は
、
彼
等
を
指
し
て
「
平
氏
に
も

劣
り
た
る
源
氏
な
り
」
と
嘲
笑
し
た
り
。
是
、
実
に
彼
が
入
洛
と
共
に
、
蒙

り
た
る
第
一
の
打
撃
な
り
き
。
し
か
も
独
り
彼
等
の
狼
藉
に
止
ら
ず
、
悍
馬

に
跨
り
長
槍
を
横
へ
、
囲
を
潰
し
将
を
斬
る
の
外
に
、
春
雨
に
対
し
て
雲
和

を
弾
ず
る
の
風
流
を
も
、
秋
月
を
仰
い
で
洞
簫
を
吹
く
の
韻
事
を
も
解
せ
ざ

り
し
彼
等
は
、
彼
等
が
至
る
所
に
演
じ
た
る
滑
稽
と
無
作
法
と
に
よ
つ
て
、

京
洛
の
反
感
と
冷
笑
と
を
購
ひ
得
た
り
。

加
ふ
る
に
此
時
に
当
り
て
西
海
に
走
れ
る
平
軍
は
、
四
国
の
健
児
を
麾
い
て
、

瀬
戸
内
海
の
天
塹
に
拠
り
、
羽
林
の
鸞
輿
を
擁
す
る
も
の
実
に
十
万
余
人
。

赤
旗
将
に
八
島
の
天
に
燃
え
む
と
す
。
平
氏
は
、
真
に
海
濤
の
勇
士
な
り
き
。
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「
坂
東
武
者
は
馬
の
上
に
て
こ
そ
口
は
き
き
候
へ
ど
も
、
船
軍
を
ば
、
何
で

ふ
修
練
し
候
ふ
べ
き
、
た
と
へ
ば
魚
の
木
に
上
り
た
る
に
こ
そ
候
は
む
ず
ら

め
」
と
は
、
彼
等
が
偽
ら
ざ
る
自
信
な
り
き
。
而
し
て
平
門
の
周
郎
た
る
、

新
中
納
言
知
盛
は
、
絶
え
ず
宗
盛
を
擁
し
て
、
回
天
の
大
略
を
行
は
む
と
試

み
た
り
き
。
是
、
豈
、
彼
が
勁
敵
の
一
た
る
な
か
ら
む
や
。
内
に
し
て
は
、

京
洛
の
反
感
を
か
ひ
、
外
に
し
て
平
氏
の
隆
勢
に
対
す
、
か
く
の
如
く
に
し

て
革
命
軍
の
将
星
は
、
秋
風
と
共
に
、
地
に
落
つ
る
の
近
き
に
迫
り
来
れ
り
。

彼
が
嘗
つ
て
、
北
越
七
州
の
男
児
を
提
げ
、
短
兵
疾
駆
、
疾
風
の
威
を
な
し

て
洛
陽
に
入
る
や
、
革
命
軍
の
行
動
は
真
に
脱
兎
の
如
く
神
速
な
り
き
。
而

し
て
翠
華
西
に
向
ひ
て
革
命
軍
の
旗
、
翩
々
と
し
て
京
洛
に
飜
る
や
、
其
平

氏
に
対
す
る
、
寧
ろ
処
女
の
如
く
な
る
の
観
を
呈
し
た
り
き
。
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彼
は
自
ら
三
軍
を
率
ゐ
て
平
氏
を
征
す
る
を
欲
せ
ざ
り
き
。
何
と
な
れ
ば
、

彼
を
疎
ん
じ
た
る
朝
廷
の
密
謀
は
、
彼
を
抑
ふ
る
に
源
兵
衛
佐
を
以
て
せ
む

と
し
た
れ
ば
也
。
彼
は
之
が
為
に
、
其
後
を
襲
は
る
ゝ
を
恐
れ
た
れ
ば
也
。

し
か
も
、
彼
が
北
陸
宮
を
し
て
、
天
日
の
位
に
つ
け
奉
ら
む
と
試
み
し
よ
り

以
来
、
彼
と
快
か
ら
ざ
る
後
白
河
法
皇
は
、
頼
朝
に
謳
歌
し
て
彼
を
除
か
む

と
欲
し
給
ひ
し
を
以
て
也
。
彼
が
馬
首
西
を
指
し
て
、
遠
駕
、
平
賊
と
戦
ふ

能
は
ざ
り
し
や
、
知
る
べ
き
の
み
。
然
れ
ど
も
、
院
宣
は
遂
に
彼
を
し
て
、

征
西
の
軍
を
起
こ
し
て
、
平
氏
を
水
島
に
討
た
し
め
た
り
。
北
陸
の
健
児
由

来
騎
戦
に
長
ず
、
鉄
兜
三
尺
汗
血
の
馬
に
鞭
ち
て
、
敵
を
破
る
こ
と
、
秋
風

の
落
葉
を
払
ふ
が
如
く
な
る
は
、
彼
等
が
得
意
の
擅
場
也
。
彼
等
は
日
本
の

ロ
ー
マ
戦
士
也
。
彼
等
は
山
野
の
覇
王
也
。
然
り
と
雖
も
、
水
上
の
戦
に
於
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て
は
、
遂
に
カ
ル
セ
ー
ヂ
た
る
平
氏
が
、
独
特
の
長
技
に
及
ば
ざ
り
き
。
恰

も
長
江
に
養
は
れ
た
る
、
呉
の
健
児
が
、
赤
壁
に
曹
瞞
八
十
万
の
大
軍
を
鏖

殺
し
、
詩
人
を
し
て
「
漢
家
火
徳
終
焼
賊
」
と
歌
は
し
め
た
る
が
如
く
、
瀬

戸
内
海
に
養
は
れ
た
る
波
濤
の
勇
士
は
、
遂
に
、
連
勝
の
余
威
に
乗
じ
た
る

義
仲
の
軍
鋒
を
破
れ
り
。
源
軍
首
を
得
ら
る
ゝ
も
の
三
千
余
級
、
白
旄
地
に

委
し
て
、
平
軍
の
意
気
大
に
振
ふ
。
彼
が
百
勝
将
軍
の
名
誉
は
、
此
一
敗
に

よ
つ
て
汚
さ
れ
た
り
。
彼
は
、
更
に
精
鋭
を
率
ゐ
て
平
軍
と
雌
雄
を
決
せ
む

と
欲
し
た
り
。
然
れ
ど
も
、
彼
は
、
頼
朝
の
大
挙
、
彼
が
背
を
討
た
む
と
す

る
を
聞
き
て
危
機
既
に
一
髪
を
容
れ
ざ
る
を
知
り
、
水
島
の
敗
辱
を
雪
ぐ
に

遑
あ
ら
ず
し
て
、
倉
皇
と
し
て
京
師
に
帰
れ
り
。
是
実
に
寿
永
二
年
十
一
月

十
五
日
、
法
住
寺
の
変
に
先
つ
こ
と
僅
に
三
日
。
彼
は
京
師
に
帰
る
と
共
に
、

82木曾義仲論（東京府立第三中学校学友会誌）



直
に
頼
朝
に
応
戦
せ
む
と
試
み
た
り
。

此
時
に
於
て
、
彼
を
し
て
此
計
画
の
断
行
を
止
め
し
め
し
も
の
は
、
実
に
、

十
郎
蔵
人
行
家
の
反
心
な
り
き
。
行
家
は
も
と
頼
朝
と
和
せ
ず
し
て
、
義
仲

の
軍
中
に
投
ぜ
し
も
の
、
情
の
人
た
る
義
仲
は
、
一
門
の
長
老
と
し
て
常
に

之
を
厚
遇
し
た
り
。
彼
が
北
陸
の
革
命
軍
を
提
げ
て
南
を
図
る
や
、
行
家
亦
、

鑣
を
彼
と
並
べ
て
進
み
た
り
き
。
彼
が
、
緋
甲
白
馬
、
得
々
と
し
て
洛
陽
に

入
る
や
、
行
家
亦
肩
を
彼
と
比
し
て
朝
恩
に
浴
し
た
り
き
。

行
家
の
義
仲
に
於
け
る
交
誼
か
く
の
如
し
。
而
し
て
多
恨
多
涙
、
人
の
窮
を

見
る
己
の
窮
を
見
る
が
如
き
、
義
仲
は
、
常
に
行
家
を
信
頼
し
た
り
。
信
頼

し
た
る
の
み
な
ら
ず
、
帷
幄
の
密
謀
を
も
彼
に
漏
し
た
り
。
然
れ
共
、
行
家

は
、
一
筋
繩
で
は
ゆ
か
ぬ
老
奸
雄
な
り
き
。
彼
は
革
命
軍
の
褊
裨
を
以
て
甘
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ぜ
む
に
は
、
余
り
に
漫
々
た
る
野
心
と
、
老
狐
の
如
き
姦
策
と
に
富
み
た
り

き
。
彼
は
、
義
仲
の
法
皇
を
擁
し
て
北
越
に
走
ら
む
と
す
る
を
知
る
や
、
竊

に
之
を
法
皇
に
奏
し
た
り
。
而
し
て
法
皇
の
、
人
を
し
て
、
義
仲
を
詰
ら
し

め
給
ふ
や
、
彼
は
平
氏
追
討
を
名
と
し
て
、
播
磨
国
に
下
り
、
舌
を
吐
く
こ

と
三
寸
、
義
仲
の
命
運
の
窮
せ
む
と
す
る
を
喜
び
た
り
き
。
義
仲
が
相
提
携

し
て
進
み
た
る
行
家
は
、
か
く
し
て
彼
の
牙
門
を
去
れ
り
。
し
か
も
、
東
国

を
望
め
ば
、
源
軍
の
リ
ユ
ー
ポ
ル
ト
、
九
郎
義
経
は
、
源
兵
衛
佐
の
命
を
奉

じ
て
、
帯
甲
百
万
、
鼓
声
地
を
撼
し
て
将
に
洛
陽
に
む
か
つ
て
発
せ
む
と
す
。

彼
の
悲
運
、
豈
、
憫
む
べ
か
ら
ざ
ら
む
や
。

か
く
の
如
く
に
し
て
彼
は
歩
一
歩
よ
り
、
死
地
に
近
づ
き
来
れ
り
。
然
れ
共

彼
は
猶
、
防
禦
的
態
度
を
持
し
た
り
き
。
彼
は
猶
従
順
な
る
大
樹
な
り
き
。
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然
り
、
彼
は
猶
、
陰
謀
の
挑
発
者
に
あ
ら
ず
し
て
、
陰
謀
の
防
禦
者
な
り
き
。

し
か
も
、
彼
を
し
て
、
弓
を
法
皇
に
ひ
か
し
め
た
る
は
、
実
に
、
法
皇
の
義

仲
に
対
し
て
と
り
給
へ
る
、
攻
撃
的
の
態
度
に
存
し
た
り
き
。
而
し
て
、
法

皇
を
し
て
義
仲
追
討
の
挙
に
出
で
し
め
た
る
は
、
軽
佻
、
浮
薄
、
無
謀
の
愚

人
、
嘗
て
義
仲
の
為
に
愚
弄
せ
ら
れ
た
る
を
含
め
る
斗
筲
の
豎
児
、
平
判
官

知
康
な
り
き
。
事
を
用
ふ
る
を
好
み
給
へ
る
、
法
皇
は
、
知
康
の
暴
挙
に
賛

し
、
竊
に
、
南
都
北
嶺
の
僧
兵
及
乞
食
法
師
辻
冠
者
等
を
し
て
、
義
仲
追
討

の
暴
挙
に
与
ら
し
め
給
へ
り
。
而
し
て
十
一
月
十
八
日
仁
和
寺
法
親
王
、
延

暦
寺
座
主
明
雲
、
亦
武
士
を
率
ゐ
て
法
住
寺
殿
に
至
り
、
遂
に
義
仲
に
対
す

る
ク
ー
デ
タ
ー
は
行
は
れ
た
り
。
法
皇
は
事
実
に
於
て
、
義
仲
に
戦
を
挑
み

給
へ
り
。
彼
の
前
に
は
唯
、
叛
逆
と
滅
亡
と
の
両
路
を
存
し
た
り
。
燃
ゆ
る
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が
如
く
な
る
、
血
性
の
彼
に
し
て
、
焉
ぞ
手
を
袖
し
て
誅
戮
を
待
た
む
や
。

彼
は
憤
然
と
し
て
意
を
決
し
た
り
、
あ
ら
ず
、
意
を
決
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

に
至
れ
る
也
。
彼
は
剣
を
按
じ
て
絶
叫
し
た
り
。
「
い
か
さ
ま
こ
は
鼓
判
官

が
き
よ
う
が
い
と
覚
ゆ
る
ぞ
。
軍
能
う
せ
よ
、
者
共
。
」
而
し
て
白
旗
直
に

法
住
寺
殿
を
指
し
、
刀
戟
霜
の
如
く
に
し
て
鉄
騎
七
千
、
稲
麻
の
如
く
御
所

を
囲
み
乱
箭
を
飛
ば
し
て
、
天
台
座
主
明
雲
を
殺
し
、
院
側
の
姦
を
馘
る
も

の
一
百
十
余
人
、
其
愛
す
る
北
国
の
勇
士
、
革
命
の
健
児
等
を
し
て
凱
歌
を

唱
へ
し
む
る
、
実
に
三
た
び
。
木
曾
の
野
人
の
な
す
所
は
か
く
の
如
く
不
敵

に
し
て
、
し
か
も
か
く
の
如
く
痛
激
な
り
。

彼
は
其
云
は
む
と
欲
す
る
所
を
云
ひ
、
な
さ
む
と
欲
す
る
所
を
為
す
、
敢
て

何
等
の
衒
気
な
く
何
等
の
矯
飾
な
か
り
き
。
然
り
彼
は
不
軌
の
臣
也
、
然
れ

86木曾義仲論（東京府立第三中学校学友会誌）



ど
も
、
彼
は
不
軌
の
何
た
る
か
を
知
ら
ざ
り
し
也
。

今
や
彼
は
、
剣
佩
の
響
と
共
に
ク
ー
デ
タ
ー
に
与
り
た
る
卿
相
四
十
余
人
の

官
職
を
奪
ひ
、
義
弟
藤
原
師
家
を
し
て
摂
政
た
ら
し
め
、
頼
朝
追
討
の
院
宣

と
征
夷
大
将
軍
の
栄
位
と
を
得
、
壮
心
落
々
と
し
て
頼
朝
と
戦
は
む
と
欲
し

た
り
。
然
れ
共
彼
が
此
一
挙
は
、
遂
に
盗
を
見
て
繩
を
綯
ふ
に
類
し
た
り
き
。

魚
に
臨
ン
で
網
を
結
ぶ
に
類
し
た
り
き
。
何
と
な
れ
ば
、
反
心
を
抱
け
る
行

家
は
、
既
に
河
内
に
よ
り
て
義
仲
に
叛
き
、
九
郎
義
経
の
征
西
軍
は
早
く
も

尾
張
熱
田
に
至
り
、
鎌
倉
殿
の
号
令
一
度
下
ら
ば
、
「
白
日
秦
兵
天
上
来
」

の
勢
を
示
さ
む
と
し
た
れ
ば
也
。

是
に
於
て
彼
は
懼
然
と
し
て
恐
れ
た
り
。
出
で
て
頼
朝
と
戦
は
む
乎
、
水
島

室
山
の
戦
あ
り
て
よ
り
連
勝
の
余
威
を
恃
め
る
平
氏
が
、
竜
舟
錦
帆
、
八
島
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を
発
し
鸞
輿
を
擁
し
て
京
洛
に
入
ら
む
と
す
る
や
、
火
を
見
る
よ
り
も
明
也
。

退
い
て
洛
陽
に
拒
守
せ
む
乎
、
鞍
馬
の
頑
児
と
、
蒼
髯
の
老
賊
と
が
、
鼙
鼓

を
打
つ
て
来
り
迫
る
や
知
る
べ
き
の
み
。
彼
の
命
運
や
窮
し
た
り
。
勇
名
一

代
を
震
撼
し
た
る
旭
日
将
軍
も
か
く
し
て
、
日
一
日
よ
り
死
を
見
る
の
近
き

に
す
ゝ
め
り
。
し
か
も
、
彼
の
平
氏
に
対
し
て
提
し
た
る
同
盟
策
が
、
濶
達

勇
悍
の
好
将
軍
知
盛
に
よ
つ
て
、
拒
否
せ
ら
る
ゝ
や
、
彼
が
滅
亡
は
漸
く
一

弾
指
の
間
に
迫
り
来
れ
り
。

寿
永
三
年
正
月
、
彼
が
、
股
肱
の
臣
樋
口
次
郎
兼
光
を
し
て
行
家
を
河
内
に

討
た
し
む
る
や
、
兵
を
用
ふ
る
こ
と
迅
速
、
敏
捷
、
元
の
太
祖
が
所
謂
、
敵

を
衝
く
飢
鷹
の
餌
を
攫
む
が
如
く
な
る
、
東
軍
の
飛
将
軍
、
源
九
郎
義
経
は
、

其
慣
用
手
段
た
る
、
孤
軍
長
駆
を
以
て
、
突
と
し
て
宇
治
に
其
白
旄
を
ひ
る
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が
へ
し
た
り
。
同
時
に
蒲
冠
者
範
頼
の
大
軍
は
、
潮
の
湧
く
が
如
く
東
海
道

を
上
り
て
、
前
軍
早
く
も
勢
多
に
迫
り
、
義
仲
の
北
走
を
拒
が
む
と
試
み
た

り
。
根
井
大
弥
太
行
親
、
今
井
四
郎
兼
平
、
義
仲
の
命
を
奉
じ
て
東
軍
を
逆

ふ
。
其
勢
実
に
八
百
余
騎
、
既
に
し
て
両
軍
戈
を
宇
治
勢
多
に
交
ふ
る
や
、

東
軍
の
精
鋭
当
る
べ
か
ら
ず
。
北
風
競
は
ず
し
て
義
仲
の
軍
大
に
破
れ
、
士

卒
矛
を
す
て
て
走
る
も
の
数
百
人
、
東
軍
の
軍
威
隆
々
と
し
て
破
竹
の
如
し
。

是
に
於
て
壮
士
二
十
人
を
従
へ
て
法
皇
を
西
洞
院
の
第
に
守
れ
る
彼
は
、
遂

に
法
皇
を
擁
し
て
北
国
に
走
り
、
捲
土
重
来
の
大
計
を
め
ぐ
ら
す
の
外
に
策

な
き
を
見
た
り
。
而
し
て
彼
、
法
皇
に
奏
し
て
曰
「
東
賊
、
既
に
来
り
迫
る
、

願
く
は
竜
駕
を
擁
し
て
醍
醐
寺
に
避
け
む
」
と
、
法
皇
従
ひ
給
は
ず
。
彼
憤

然
と
し
て
階
下
に
進
み
剣
を
按
じ
眦
を
決
し
て
、
行
幸
を
請
ふ
、
益
〻
急
。
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法
皇
止
む
事
を
得
ず
し
て
将
に
六
馬
行
宮
を
発
せ
む
と
す
。
時
に
義
仲
の
騎

来
り
報
じ
て
曰
「
東
軍
既
に
木
幡
伏
見
に
至
る
」
と
。

彼
、
事
愈
〻
危
き
を
知
り
、
遂
に
一
百
の
革
命
軍
を
従
へ
て
、
決
然
と
し
て

西
洞
院
の
第
を
出
で
ぬ
。
赤
地
の
錦
の
直
垂
に
唐
綾
縅
の
鎧
き
て
、
鍬
形
う

つ
た
る
兜
の
緒
を
し
め
、
重
籐
の
弓
の
た
ゞ
中
と
つ
て
、
葦
毛
の
駒
の
逞
し

き
に
金
覆
輪
の
鞍
置
い
て
跨
つ
た
る
、
雄
風
凛
然
、
四
辺
を
払
つ
て
、
蹄
声

戞
々
、
東
に
出
づ
れ
ば
、
東
軍
の
旗
幟
既
に
雲
霞
の
如
く
、
七
条
八
条
法
性

寺
柳
原
の
天
を
掩
ひ
戦
鼓
を
打
ち
て
閧
を
つ
く
る
、
声
地
を
振
つ
て
震
雷
の

如
し
。
義
仲
の
勢
、
死
戦
し
て
之
に
当
り
、
且
戦
ひ
、
且
退
き
、
再
、
院
の

御
所
に
至
れ
ば
、
院
門
を
と
ぢ
て
入
れ
給
は
ず
、
行
親
等
の
精
鋭
百
余
騎
、

奮
戦
し
て
悉
く
死
し
、
彼
遂
に
囲
を
破
つ
て
勢
多
に
走
る
、
従
ふ
も
の
僅
に

90木曾義仲論（東京府立第三中学校学友会誌）



七
騎
、
既
に
し
て
、
今
井
四
郎
兼
平
敗
残
の
兵
三
百
余
を
率
ゐ
て
、
粟
津
に

合
し
、
共
に
鑣
を
な
ら
べ
て
北
越
に
向
ふ
。
時
実
に
寿
永
三
年
正
月
二
十
日
、

粟
津
原
頭
、
黄
茅
蕭
条
と
し
て
日
色
淡
き
こ
と
夢
の
如
く
、
疎
林
遠
う
し
て

落
葉
紛
々
、
疲
馬
頻
に
嘶
い
て
悲
風
面
を
ふ
き
、
大
旗
空
し
く
飜
つ
て
哀
涙

袂
を
沾
す
。
嘗
て
、
木
曾
三
千
の
健
児
に
擁
せ
ら
れ
て
、
北
陸
七
州
を
巻
く

事
席
の
如
く
、
長
策
を
ふ
る
つ
て
天
下
を
麾
け
る
往
年
の
雄
姿
、
今
は
た
、

何
処
に
か
あ
る
。
嘗
て
三
色
旗
を
陣
頭
に
飜
し
て
加
能
以
西
平
軍
を
破
る
こ

と
、
疾
風
の
枯
葉
を
払
ふ
が
如
く
、
緋
甲
星
兜
、
揚
々
と
し
て
洛
陽
に
入
れ

る
往
年
の
得
意
、
今
、
は
た
、
何
処
に
か
あ
る
。
而
し
て
あ
ゝ
、
翠
帳
暖
に

春
宵
を
度
る
の
処
、
膏
雨
桃
李
花
落
つ
る
の
時
、
松
殿
の
寵
姫
と
共
に
、
酔

う
て
春
に
和
せ
る
往
年
の
栄
華
、
今
は
た
、
何
処
に
か
あ
る
。
是
に
於
て
彼
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悵
然
と
し
て
兼
平
に
云
つ
て
曰
「
首
を
敵
の
為
に
得
ら
る
ゝ
こ
と
、
名
将
の

恥
な
り
、
い
く
さ
や
ぶ
れ
て
自
刃
す
る
は
猛
将
の
法
な
り
と
こ
そ
聞
き
及
び

ぬ
」
と
、
兼
平
答
へ
て
曰
「
勇
士
は
食
せ
ず
し
て
饑
ゑ
ず
、
創
を
被
り
て
屈

せ
ず
、
軍
将
は
難
を
遁
れ
て
勝
を
求
め
死
を
去
つ
て
恥
を
決
す
、
兼
平
こ
ゝ

に
て
敵
を
防
ぎ
候
は
む
、
ま
づ
越
前
の
国
府
迄
の
が
れ
給
へ
」
と
、
然
れ
ど

も
多
涙
の
彼
は
、
兼
平
と
別
る
ゝ
に
忍
び
ざ
り
き
。
彼
は
彼
が
熱
望
せ
る
功

名
よ
り
も
、
更
に
深
く
彼
の
臣
下
を
愛
せ
し
也
。

而
し
て
行
く
事
未
幾
な
ら
ず
、
東
軍
七
千
、
喊
声
を
上
ぐ
る
こ
と
波
の
如
く
、

乱
箭
を
放
ち
〻
急
也
。
彼
、
兼
平
を
顧
み
決
然
と
し
て
共
に
馬
首
を
め
ぐ
ら

し
、
北
軍
三
百
を
魚
鱗
に
備
へ
長
剣
を
か
ざ
し
て
、
東
軍
を
衝
き
、
向
ふ
所

鉄
蹄
縦
横
、
周
馳
し
て
囲
を
潰
す
こ
と
数
次
、
東
軍
摧
靡
し
て
敢
て
当
る
も
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の
な
し
。
然
れ
共
従
兵
既
に
悉
く
死
し
僅
に
慓
悍
、
不
敵
の
四
郎
兼
平
一
騎

を
残
す
、
兼
平
彼
を
見
て
愁
然
と
し
て
云
つ
て
曰
「
心
静
に
御
生
害
候
へ
、

兼
平
防
矢
仕
り
て
や
が
て
御
供
申
す
べ
し
」
と
、
是
に
於
て
、
彼
は
、
単
騎

鞭
声
粛
々
、
馬
首
粟
津
の
松
原
を
指
し
、
従
容
と
し
て
自
刃
の
地
を
求
め
た

り
。
し
か
も
乗
馬
水
田
に
陥
り
て
再
立
た
ず
、
時
に
飛
矢
あ
り
、
颯
然
と
し

て
流
星
の
如
く
彼
が
内
兜
を
射
て
鏃
深
く
面
に
入
る
。
而
し
て
東
軍
の
士
卒

遂
に
彼
を
鞍
上
に
刺
し
て
其
首
級
を
奪
ふ
。
兼
平
彼
の
討
た
る
ゝ
を
見
て
怒

髪
上
指
し
奮
然
と
し
て
箭
八
筋
に
敵
八
騎
を
射
て
落
し
、
終
に
自
ら
刀
鋒
を

口
に
銜
み
馬
よ
り
逆
に
落
ち
て
死
す
。
嗚
呼
、
死
は
人
を
し
て
静
な
ら
し
む
、

死
は
人
を
し
て
粉
黛
を
脱
せ
し
む
、
死
は
人
を
し
て
粛
然
と
し
て
襟
を
正
さ

し
む
る
も
の
也
。
卒
然
と
し
て
生
と
相
背
き
、
遽
然
と
し
て
死
と
相
対
す
、
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本
来
の
道
心
此
処
に
動
き
、
本
然
の
真
情
此
処
に
あ
ら
は
る
、
津
々
と
し
て

春
雨
の
落
花
に
濺
ぐ
が
如
く
、
悠
々
と
し
て
秋
雲
の
青
山
を
遶
る
が
如
し
。

夫
鳥
の
将
に
死
せ
む
と
す
る
其
鳴
く
や
哀
し
、
人
の
将
に
死
せ
む
と
す
る
、

其
言
や
善
し
。
人
を
見
、
人
を
知
ら
む
と
す
る
、
其
死
に
処
す
る
の
如
何
を

見
ば
足
れ
り
。
我
木
曾
冠
者
義
仲
が
其
燃
ゆ
る
が
如
き
血
性
と
、
烈
々
た
る

青
雲
の
念
と
を
抱
い
て
何
等
の
譎
詐
な
く
、
何
等
の
矯
飾
な
く
、
人
を
愛
し

天
に
甘
ン
じ
、
悠
然
と
し
て
頭
顱
を
源
家
の
呉
児
に
贈
る
を
見
る
、
彼
が
多

く
の
短
所
と
弱
点
と
を
有
す
る
に
関
ら
ず
、
吾
人
は
唯
其
愛
す
べ
く
、
敬
す

べ
く
、
慕
ふ
べ
く
、
仰
ぐ
べ
き
、
真
個
の
英
雄
児
た
る
に
愧
ぢ
ざ
る
を
想
見

せ
ず
ン
ば
あ
ら
ず
。
岳
鵬
挙
の
幽
せ
ら
る
ゝ
や
、
背
に
尽
忠
報
国
の
大
字
を

黥
し
、
笑
つ
て
死
を
旦
夕
に
待
ち
、
項
羽
の
烏
江
に
戮
せ
ら
る
ゝ
や
、
亭
長
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に
与
ふ
る
に
愛
馬
を
以
て
し
、
故
人
に
授
く
る
に
首
級
を
以
て
し
、
自
若
と

し
て
自
ら
刎
ね
、
王
叔
英
の
燕
賊
に
襲
は
る
ゝ
や
、
沐
浴
し
て
衣
冠
を
正
し

南
拝
し
て
絶
命
の
辞
を
書
し
、
泰
然
と
し
て
自
縊
し
て
死
せ
り
。
彼
豈
之
に

恥
ぢ
む
や
。
彼
の
赤
誠
は
彼
の
生
命
也
。
彼
は
死
に
臨
ン
で
猶
火
の
如
き
赤

誠
を
抱
き
、
火
の
如
き
赤
誠
は
遂
に
彼
を
し
て
其
愛
す
る
北
陸
の
健
児
と
共

に
従
容
と
し
て
死
せ
し
め
た
り
。
是
実
に
死
し
て
猶
生
け
る
も
の
、
彼
の
三

十
一
年
の
生
涯
は
是
の
如
く
に
し
て
始
め
て
光
栄
あ
り
、
意
義
あ
り
、
雄
大

あ
り
、
生
命
あ
り
と
云
ふ
べ
し
。

か
く
し
て
此
絶
大
の
風
雲
児
が
不
世
出
の
英
魂
は
、
倏
忽
と
し
て
天
に
帰
れ

り
。
嗚
呼
青
山
誰
が
為
に
か
悠
々
た
る
、
江
水
誰
が
為
に
か
汪
々
た
る
。
彼

の
来
る
や
疾
風
の
如
く
、
彼
の
逝
く
や
朝
露
の
如
し
。
止
ぬ
る
か
な
、
止
ぬ
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る
か
な
、
革
命
の
健
児
一
た
び
逝
き
て
、
遂
に
豎
子
を
し
て
英
雄
の
名
を
成

さ
し
む
る
や
、
今
や
七
百
星
霜
一
夢
の
間
に
去
り
て
、
義
仲
寺
畔
の
孤
墳
、

蕭
然
と
し
て
独
り
落
暉
に
対
す
。
知
ら
ず
、
青
苔
墓
下
風
雲
の
児
、
今
は
た

何
の
処
に
か
目
さ
め
む
と
し
つ
つ
あ
る
。

彼
は
遂
に
時
勢
の
児
也
。
欝
勃
た
る
革
命
的
精
神
が
、
其
最
も
高
潮
に
達
し

た
る
時
代
の
大
な
る
権
化
也
。
破
壊
的
政
策
は
彼
が
畢
生
の
経
綸
に
し
て
、

直
情
径
行
は
彼
が
一
代
の
性
行
な
り
き
。
而
し
て
同
時
に
又
彼
は
暴
虎
馮
河

死
し
て
悔
い
ざ
る
の
破
壊
的
手
腕
を
有
し
た
り
き
。
彼
は
幽
微
を
聴
く
の
聡

と
未
前
を
観
る
の
明
と
に
於
て
は
入
道
相
国
に
譲
り
、
所
謂
佚
道
を
以
て
民

を
使
ふ
、
労
す
と
雖
も
怨
み
ず
、
生
道
を
以
て
民
を
殺
す
、
死
す
と
雖
も
怨
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み
ざ
る
、
治
国
平
天
下
の
打
算
的
手
腕
に
於
て
は
源
兵
衛
佐
に
譲
る
。
而
し

て
彼
が
寿
永
革
命
史
上
に
一
頭
地
を
抽
く
所
以
の
も
の
は
、
要
す
る
に
彼
は

飽
く
迄
も
破
壊
的
に
無
意
義
な
る
繩
墨
と
習
慣
と
を
蹂
躙
し
て
顧
み
ざ
る
が

故
に
あ
ら
ず
や
。

彼
は
真
に
革
命
の
健
児
也
。
彼
は
極
め
て
大
胆
に
し
て
、
し
か
も
極
め
て
性

急
也
。
彼
は
手
を
袖
に
し
て
春
風
落
花
に
対
す
る
が
如
く
、
悠
長
な
る
能
は

ず
。
青
山
に
対
し
て
大
勢
を
指
算
す
る
が
如
く
幽
閑
な
る
能
は
ず
。
炎
々
た

る
青
雲
の
念
と
、
勃
々
た
る
覇
気
と
は
常
に
火
の
如
く
胸
腔
を
炙
る
。
彼
は

多
く
の
場
合
に
於
て
他
人
の
喧
嘩
を
買
ふ
を
辞
せ
ず
。
如
何
な
る
場
合
に
於

て
も
膝
を
つ
き
頭
を
た
れ
て
哀
を
請
ふ
事
を
な
さ
ず
。
而
し
て
彼
は
世
路
の

曲
線
的
な
る
に
も
関
ら
ず
、
常
に
直
線
的
に
急
歩
せ
ず
ン
ば
止
ま
ず
。
彼
は
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衝
突
を
辞
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
衝
突
を
以
て
彼
の
大
な
る
使
命
と
し
た

り
。
彼
が
猫
間
中
納
言
を
辱
め
た
る
、
平
知
康
を
愚
弄
し
た
る
、
法
住
寺
殿

に
弓
を
ひ
き
た
る
、
皆
彼
が
此
直
線
的
の
行
動
に
拠
る
所
な
く
ン
ば
あ
ら
ず
。

水
戸
の
史
家
が
彼
を
反
臣
伝
中
の
一
人
た
ら
し
め
し
が
如
き
、
此
間
の
心
事

を
知
ら
ざ
る
も
の
、
吾
人
遂
に
其
余
り
に
近
眼
な
る
に
失
笑
せ
ざ
る
能
は
ざ

る
也
。
彼
は
身
を
愛
惜
せ
ず
、
彼
は
燎
原
の
火
の
如
し
。
彼
は
己
を
遮
る
す

べ
て
を
焼
か
ず
ン
ば
止
ま
ざ
る
也
。
す
べ
て
を
焼
か
ず
ン
ば
止
ま
ざ
る
の
み

な
ら
ず
、
彼
自
身
を
も
焼
か
ず
ン
ば
止
ま
ざ
る
也
。
彼
が
法
皇
の
ク
ー
デ
タ

ー
を
聞
く
や
、
彼
は
「
北
国
の
雪
を
は
ら
う
て
京
へ
上
り
し
よ
り
一
度
も
敵

に
後
を
見
せ
ず
、
仮
令
十
善
の
君
に
ま
し
ま
す
と
も
甲
を
脱
ぎ
弓
の
弦
を
は

づ
し
て
降
人
に
は
え
こ
そ
ま
ゐ
る
ま
じ
け
れ
」
と
絶
叫
し
た
り
。
若
し
兵
衛
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佐
頼
朝
を
し
て
此
際
に
処
せ
し
め
む
乎
。
彼
は
如
何
な
る
死
地
に
陥
る
も
、

法
住
寺
殿
の
変
は
な
さ
ざ
り
し
な
ら
む
。
頼
朝
は
行
は
る
ゝ
事
の
外
は
行
ふ

こ
と
を
欲
せ
ず
。
彼
は
、
其
実
行
に
関
ら
ず
、
唯
其
期
す
る
所
を
行
は
む
と

欲
せ
し
也
。
是
豈
彼
が
一
身
を
顧
み
ざ
る
の
所
以
、
彼
が
革
命
の
使
命
を
帯

び
た
る
健
児
た
る
の
所
以
、
而
し
て
頼
朝
が
甘
じ
て
反
臣
伝
に
録
せ
ら
る
ゝ

を
な
さ
ざ
り
し
所
以
に
あ
ら
ず
や
。

彼
は
彼
自
身
、
彼
を
信
ず
る
事
厚
か
り
き
。
彼
は
、
其
信
ず
る
所
の
前
に
は
、

天
下
口
を
斉
う
し
て
之
に
反
す
る
も
、
猶
自
若
と
し
て
恐
れ
ざ
り
き
。
所
謂

自
反
し
て
縮
ん
ば
千
万
人
と
雖
も
、
我
往
か
む
の
気
象
は
欝
勃
と
し
て
彼
の

胸
中
に
存
し
た
り
き
。
さ
れ
ば
こ
そ
彼
は
四
郎
兼
平
の
諫
を
も
用
ひ
ず
、
法

住
寺
殿
に
火
を
放
つ
の
暴
行
を
敢
て
せ
し
な
れ
。
彼
の
法
皇
に
平
な
ら
ざ
る
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や
、
彼
は
「
た
と
へ
ば
都
の
守
護
し
て
あ
ら
む
ず
る
も
の
が
馬
一
疋
づ
つ
飼

ひ
て
乗
ら
ざ
る
べ
き
か
、
幾
ら
と
も
あ
る
田
ど
も
刈
ら
せ
て
秣
に
せ
む
を
あ

な
が
ち
に
法
皇
の
咎
め
給
ふ
べ
き
や
う
や
あ
る
」
と
憤
激
し
た
り
。
彼
は
彼

が
旗
下
幾
万
の
北
国
健
児
が
、
京
洛
に
行
へ
る
狼
藉
を
寧
ろ
当
然
の
事
と
信

じ
た
り
。

而
し
て
此
所
信
の
前
に
は
怫
然
と
し
て
、
其
不
平
を
法
皇
に
迄
及
ぼ
す
を
憚

ら
ざ
り
き
。
請
ふ
彼
が
再
次
い
で
鳴
ら
し
た
る
怨
言
を
聞
け
。
「
冠
者
ば
ら

ど
も
が
、
西
山
東
山
の
片
ほ
と
り
に
つ
き
て
時
々
入
取
せ
む
は
何
か
は
苦
し

か
る
べ
き
。
大
臣
以
下
、
官
々
の
御
所
へ
も
参
ら
ば
こ
そ
僻
事
な
ら
め
」
彼

は
、
彼
に
対
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
の
理
由
を
か
ゝ
る
見
地
を
以
て
判
断
し
た
り
。

而
し
て
、
彼
に
一
点
の
罪
な
き
を
信
じ
た
り
。
既
に
青
天
白
日
、
何
等
の
不
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忠
な
き
を
信
ず
、
彼
が
刀
戟
介
馬
法
住
寺
殿
を
囲
み
て
法
皇
を
驚
か
せ
ま
ゐ

ら
せ
た
る
、
豈
偶
然
な
ら
ず
と
せ
む
や
。

彼
は
、
如
上
の
性
行
を
有
す
、
是
真
に
天
成
の
革
命
家
也
。
軽
浮
に
し
て
軽

悍
な
る
九
郎
義
経
の
如
き
、
老
猾
に
し
て
奸
雄
な
る
蔵
人
行
家
の
如
き
、
或

は
以
て
革
命
の
健
児
が
楯
戟
の
用
を
な
す
事
あ
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
其
楯
戟

を
使
ふ
べ
き
革
命
軍
の
将
星
に
至
り
て
は
、
必
ず
真
率
な
る
殉
道
的
赤
誠
の

磅
薄
と
し
て
懐
裡
に
盈
つ
る
も
の
な
く
ン
ば
あ
ら
ず
。
然
り
、
狂
暴
、
驕
悍

の
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
を
以
て
す
る
尚
一
片
烈
々
た
る
殉
道
的
赤
誠
を
有
せ
し

也
。

彼
は
唯
一
の
赤
誠
を
有
す
。
一
世
を
空
う
す
る
の
覇
気
と
な
り
、
行
路
の
人

に
忍
び
ざ
る
の
熱
情
と
な
る
、
其
本
は
一
に
し
て
其
末
は
万
也
。
夫
大
川
の
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源
を
発
す
、
其
源
は
渓
間
の
小
流
の
み
。
彼
が
彼
た
る
所
以
、
唯
此
一
点
の

霊
火
を
以
て
全
心
を
把
持
す
る
故
た
ら
ず
と
せ
む
や
。
彼
は
赤
誠
の
人
也
、

彼
は
熱
情
の
人
也
、
願
く
は
頼
朝
の
彼
と
戦
を
交
へ
む
と
し
た
る
に
際
し
、

彼
が
頼
朝
に
答
へ
た
る
言
を
聞
け
。
「
公
は
源
家
の
嫡
流
也
。
我
は
僅
に
一

門
の
末
流
に
連
り
、
驥
尾
に
附
し
て
平
民
を
図
ら
む
と
欲
す
る
の
み
。
公
今

干
戈
を
動
か
さ
む
と
す
、
一
門
相
攻
伐
す
る
が
如
き
、
是
源
氏
の
不
幸
に
し

て
、
し
か
も
平
氏
を
し
て
愈
〻
虚
に
乗
ぜ
し
む
る
も
の
也
。
我
深
く
憂
慮
に

堪
へ
ず
。
」
と
。
何
ぞ
其
言
の
肝
胆
を
披
瀝
し
て
、
し
か
も
察
々
と
し
て
潔

き
や
。
辞
を
低
う
し
て
一
門
の
為
に
図
つ
て
忠
な
る
、
斯
く
の
如
し
。
啻
に

辞
を
低
う
す
る
に
止
ら
ず
、
一
片
稜
々
の
意
気
止
む
べ
か
ら
ず
し
て
愛
子
を

頼
朝
の
手
に
委
し
た
る
が
如
き
、
赤
誠
の
人
を
撼
す
、
真
に
銀
河
の
九
天
よ
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り
落
つ
る
が
如
き
概
あ
り
。

再
云
ふ
彼
は
真
に
熱
情
の
人
也
。
実
盛
の
北
陸
に
死
す
る
や
、
彼
其
首
級
を

抱
い
て
泫
然
と
し
て
泣
け
り
。
水
島
の
戦
に
瀬
尾
主
従
の
健
闘
し
て
仆
る
ゝ

や
、
彼
「
あ
つ
ぱ
れ
強
者
や
。
助
け
て
見
て
。
」
と
歎
き
た
り
き
。
陣
頭
剣

を
交
ふ
る
敵
を
見
る
尚
か
く
の
如
し
。
彼
が
士
卒
に
対
し
て
厚
か
り
し
や
知

る
べ
き
の
み
。
彼
が
旗
下
は
彼
が
為
に
「
死
且
不
辞
」
の
感
激
を
有
し
た
り

き
。
彼
敢
て
人
を
容
る
ゝ
こ
と
光
風
の
如
き
襟
懐
あ
る
に
あ
ら
ず
。
敢
て
又
、

人
を
服
せ
し
む
る
麒
麟
の
群
獣
に
臨
む
が
如
き
徳
望
あ
る
に
あ
ら
ず
。
彼
の

群
下
に
対
す
る
、
唯
意
気
相
傾
け
、
痛
涙
相
流
る
ゝ
と
こ
ろ
、
烈
々
た
る
熱

情
の
直
に
人
を
し
て
知
遇
の
感
あ
ら
し
む
る
に
よ
る
の
み
。
彼
が
旗
下
の
桃

李
寥
々
た
り
し
に
も
関
ら
ず
、
四
郎
兼
平
の
如
き
、
次
郎
兼
光
の
如
き
、
は
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た
大
弥
太
行
親
の
如
き
、
一
死
を
以
て
彼
に
報
じ
た
る
、
是
を
源
頼
朝
が
源

九
郎
を
赤
族
し
、
蒲
冠
者
を
誅
戮
し
、
蔵
人
行
家
を
追
殺
し
、
彼
等
を
し
て

高
鳥
尽
き
て
良
弓
納
め
ら
る
ゝ
の
思
を
な
さ
し
め
た
る
に
比
す
れ
ば
、
其
差

何
ぞ
独
り
天
淵
の
み
な
ら
む
や
。
三
た
び
云
ふ
、
彼
は
真
に
熱
情
の
人
也
。

彼
が
将
と
し
て
成
功
し
、
相
と
し
て
失
敗
し
た
る
、
亦
職
と
し
て
之
に
因
ら

ず
ン
ば
あ
ら
ず
。
百
難
を
排
し
て
一
世
を
平
に
し
、
千
紛
を
除
い
て
大
計
を

定
む
、
唯
大
な
る
手
の
人
た
る
を
要
す
。
片
雲
を
仰
い
で
風
雪
を
知
り
、
巷

語
を
耳
に
し
て
大
勢
を
算
す
、
唯
大
な
る
眼
の
人
た
る
を
要
す
。
相
印
を
帯

び
て
天
下
に
臨
む
、
或
は
一
滴
の
涙
な
き
も
可
也
。
李
林
甫
の
半
夜
高
堂
に

黙
思
す
る
や
、
明
日
必
殺
あ
り
し
と
云
ふ
が
如
き
、
豈
此
間
の
消
息
を
洩
す

も
の
に
あ
ら
ず
や
。
然
り
と
雖
も
、
三
軍
を
率
ゐ
て
逐
鹿
を
事
と
す
、
眼
の
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人
た
ら
ざ
る
も
或
は
可
、
手
の
人
た
ら
ざ
る
も
亦
或
は
可
、
唯
若
し
涙
の
人

た
ら
ざ
る
に
至
つ
て
は
、
断
じ
て
将
帥
の
器
を
以
て
ゆ
る
す
可
か
ら
ず
、
以

て
大
樹
の
任
に
堪
ふ
可
か
ら
ず
。
彼
は
此
点
に
於
て
、
好
個
の
将
軍
た
る
に

愧
ぢ
ざ
り
き
。
而
し
て
彼
に
帰
服
せ
る
七
州
の
健
児
は
、
彼
の
涙
に
よ
り
て

激
励
せ
ら
れ
鼓
吹
せ
ら
れ
、
よ
く
赤
幟
幾
万
の
大
軍
を
撃
破
し
た
り
。
し
か

も
彼
の
京
師
に
入
る
や
、
彼
は
其
甲
冑
を
脱
し
て
、
長
裾
を
曳
か
ざ
る
可
か

ら
ざ
る
の
位
置
に
立
ち
た
り
き
。
彼
は
冷
眼
と
敏
腕
と
を
要
す
る
の
位
置
に

立
ち
た
り
き
。
彼
は
唱
難
鼓
義
の
位
置
よ
り
一
転
し
て
撥
乱
反
正
の
位
置
に

立
ち
た
り
き
。
約
言
す
れ
ば
彼
は
其
得
意
の
位
置
よ
り
し
て
、
其
不
得
意
の

位
置
に
立
ち
た
り
き
。
然
れ
ど
も
彼
は
天
下
を
料
理
す
る
に
は
、
余
り
に
温

な
る
涙
を
有
し
た
り
き
。
彼
は
一
世
を
籠
罩
す
る
に
は
、
寧
ろ
余
り
に
血
性
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に
過
ぎ
た
り
き
。
彼
は
到
底
、
袍
衣
大
冠
し
て
廟
廊
の
上
に
周
旋
す
る
の
材

に
あ
ら
ず
、
其
政
治
家
と
し
て
失
敗
し
た
る
亦
宜
な
ら
ず
と
せ
む
や
。
寿
永

革
命
史
中
、
経
世
的
手
腕
あ
る
建
設
的
革
命
家
と
し
て
の
標
式
は
、
吾
人
之

を
独
り
源
兵
衛
佐
頼
朝
に
見
る
。
彼
が
朝
家
に
処
し
、
平
氏
に
処
し
、
諸
国

の
豪
族
に
処
し
、
南
都
北
嶺
に
処
し
、
守
護
地
頭
の
設
置
に
処
し
、
鎌
倉
幕

府
の
建
設
に
処
す
る
を
見
る
、
飽
く
迄
も
打
算
的
に
飽
く
迄
も
組
織
的
に
、

天
下
の
事
を
断
ず
る
、
誠
に
快
刀
を
以
て
乱
麻
を
た
つ
の
概
あ
り
し
も
の
の

如
し
。
頼
朝
は
殆
ど
予
期
と
実
行
と
一
致
し
た
り
。
順
潮
に
あ
ら
ず
ン
ば
軽

舟
を
浮
べ
ざ
り
き
。
然
れ
ど
も
義
仲
は
成
敗
利
鈍
を
顧
み
ざ
り
き
、
利
害
得

失
を
計
ら
ざ
り
き
。
彼
は
塗
墻
に
馬
を
乗
り
懸
く
る
を
も
辞
せ
ざ
り
き
。
か

く
し
て
彼
は
相
と
し
て
敗
れ
た
り
。
而
し
て
彼
が
一
方
に
於
て
相
た
る
の
器
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に
あ
ら
ざ
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
将
た
る
の
材
を
具
へ
た
る
は
、
則
ち
義

仲
の
義
仲
た
る
所
以
、
彼
が
革
命
の
健
児
中
の
革
命
の
健
児
た
る
所
以
に
あ

ら
ず
や
。

彼
は
野
性
の
児
也
。
彼
の
衣
冠
束
帯
す
る
や
、
天
下
為
に
嗤
笑
し
た
り
。
彼

が
弓
箭
を
帯
し
て
禁
闕
を
守
る
や
、
時
人
は
「
色
白
う
み
め
は
よ
い
男
に
て

あ
り
け
れ
ど
、
起
居
振
舞
の
無
骨
さ
、
物
云
ひ
た
る
言
葉
つ
き
の
片
口
な
る

事
限
り
な
し
」
と
嘲
侮
し
た
り
。
葡
萄
美
酒
夜
光
杯
、
珊
瑚
の
鞭
を
揮
つ
て

青
草
を
ふ
み
し
キ
ヤ
バ
リ
オ
ル
の
眼
よ
り
し
て
、
此
木
曾
山
間
の
ラ
ウ
ン
ド

ヘ
ツ
ド
を
見
る
、
彼
等
が
義
仲
を
「
袖
の
か
ゝ
り
、
指
貫
の
り
ん
に
至
る
ま

で
か
た
く
な
な
る
こ
と
か
ぎ
り
な
し
」
と
罵
り
た
る
、
寧
ろ
当
然
の
事
の
み
。

し
か
も
彼
は
誠
に
野
性
の
心
を
有
し
た
り
き
。
彼
は
常
に
自
ら
顧
て
疚
し
き
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所
あ
ら
ざ
り
き
。
彼
は
自
ら
甘
ぜ
む
が
為
に
は
如
何
な
る
事
を
も
忌
避
す
る

も
の
に
は
あ
ら
ざ
り
き
。
彼
は
不
臣
の
暴
行
を
敢
て
し
た
り
。
然
れ
ど
も
、

彼
が
自
我
の
流
露
に
任
せ
て
得
む
と
欲
す
る
を
得
、
為
さ
む
と
欲
す
る
を
為

せ
る
、
公
々
然
と
し
て
其
間
何
等
の
粉
黛
の
存
す
る
を
許
さ
ざ
り
き
。
彼
は

小
児
の
心
を
持
て
る
大
人
也
。
怒
れ
ば
叫
び
、
悲
め
ば
泣
く
、
彼
は
実
に
善

を
知
ら
ざ
る
と
共
に
悪
を
も
亦
知
ら
ざ
り
し
也
。
然
り
彼
は
飽
く
迄
も
木
曾

山
間
の
野
人
也
。
同
時
に
当
代
の
道
義
を
超
越
し
た
る
唯
一
個
の
巨
人
也
。

猫
間
黄
門
の
彼
を
訪
ふ
や
、
彼
左
右
を
顧
て
「
猫
は
人
に
対
面
す
る
か
」
と

尋
ね
た
り
き
。
彼
は
鼓
判
官
知
康
の
院
宣
を
持
し
て
来
れ
る
に
問
ひ
て
「
わ

ど
の
を
鼓
判
官
と
云
ふ
は
、
万
の
人
に
打
た
れ
た
う
た
か
、
張
ら
れ
た
う
た

か
」
と
云
ひ
た
り
き
。
彼
の
牛
車
に
乗
ず
る
や
、
「
い
か
で
車
な
ら
む
か
ら
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に
、
何
条
素
通
り
を
ば
す
べ
き
」
と
て
車
の
後
よ
り
下
り
た
り
き
。
何
ぞ
其

無
邪
気
に
し
て
児
戯
に
類
す
る
や
。
彼
は
「
田
舎
合
子
の
、
き
は
め
て
大
に
、

く
ぼ
か
り
け
る
に
飯
う
づ
た
か
く
よ
そ
ひ
て
、
御
菜
三
種
し
て
平
茸
の
汁
に

て
」
猫
間
黄
門
に
す
ゝ
め
た
り
。
而
し
て
黄
門
の
之
を
食
せ
ざ
る
を
見
る
や
、

「
猫
殿
は
小
食
に
て
お
は
す
よ
、
聞
ゆ
る
猫
お
ろ
し
し
給
ひ
た
り
、
掻
き
給

へ
〳
〵
や
」
と
叫
び
た
り
き
。
何
ぞ
其
頑
童
の
号
叫
す
る
が
如
く
な
る
。

か
く
の
如
く
彼
の
一
言
一
動
は
悉
、
無
作
法
也
。
而
し
て
彼
は
是
が
為
に
、

天
下
の
嘲
罵
を
蒙
り
た
り
。
然
り
と
雖
も
、
彼
は
唯
、
直
情
径
行
、
行
雲
の

如
く
流
水
の
如
く
欲
す
る
が
ま
ゝ
に
動
け
る
の
み
。
其
間
、
慕
ふ
べ
き
情
熱

あ
り
、
掩
ふ
可
か
ら
ざ
る
真
率
あ
り
。
換
言
す
れ
ば
彼
は
唯
、
当
代
の
キ
ヤ

バ
リ
オ
ル
が
、
其
玉
杯
緑
酒
と
共
に
重
じ
た
る
無
意
味
な
る
礼
儀
三
千
を
縦
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横
に
、
蹂
躙
し
去
り
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
也
。
彼
は
荒
く
れ
男
な
れ
共
あ
ど
け

な
き
優
し
き
荒
く
れ
男
な
り
き
。
彼
は
所
詮
野
性
の
児
也
。
区
々
た
る
繩
墨
、

彼
に
於
て
何
す
る
も
の
ぞ
。
彼
は
自
由
の
寵
児
也
。
彼
は
情
熱
の
愛
児
也
。

而
し
て
彼
は
革
命
の
健
児
也
。
彼
は
、
群
雄
を
駕
御
し
長
策
を
ふ
る
つ
て
天

下
を
治
む
る
の
隆
準
公
に
あ
ら
ず
。
敵
軍
を
叱
咜
し
、
隻
剣
を
か
ざ
し
て
堅

陣
を
突
破
す
る
の
重
瞳
将
軍
也
。
彼
は
国
家
経
綸
の
大
綱
を
提
げ
、
蒼
生
を

し
て
衆
星
の
北
斗
に
拱
ふ
が
如
く
な
ら
し
む
る
カ
ブ
ー
ル
が
大
略
あ
る
に
あ

ら
ず
。
辣
快
、
雄
敏
、
鬻
拳
の
兵
諫
を
敢
て
し
て
顧
み
ざ
る
、
石
火
の
如
き

マ
ヂ
ニ
ー
の
侠
骨
あ
る
の
み
。
彼
は
寿
永
革
命
の
大
勢
よ
り
生
れ
、
其
大
勢

を
鼓
吹
し
た
り
。
あ
ら
ず
其
大
勢
に
乗
じ
た
り
。
彼
は
革
命
の
鼓
舞
者
に
あ

ら
ず
、
革
命
の
先
動
者
也
。
彼
の
粟
津
に
敗
死
す
る
や
、
年
僅
に
三
十
一
歳
。

110木曾義仲論（東京府立第三中学校学友会誌）



而
し
て
其
天
下
に
馳
鶩
し
た
る
は
木
曾
の
挙
兵
よ
り
粟
津
の
亡
滅
に
至
る
、

誠
に
四
年
の
短
日
月
の
み
。
彼
の
社
会
的
生
命
は
か
く
の
如
く
短
少
也
。
し

か
も
彼
は
其
炎
々
た
る
革
命
的
精
神
と
不
屈
不
絆
の
野
快
と
を
以
て
、
個
性

の
自
由
を
求
め
、
新
時
代
の
光
明
を
求
め
、
人
生
に
与
ふ
る
に
新
な
る
意
義

と
新
な
る
光
栄
と
を
以
て
し
た
り
。
彼
の
一
生
は
失
敗
の
一
生
也
。
彼
の
歴

史
は
蹉
跌
の
歴
史
也
。
彼
の
一
代
は
薄
幸
の
一
代
也
。
然
れ
ど
も
彼
の
生
涯

は
男﹅
ら﹅
し﹅
き﹅
生﹅
涯﹅
也﹅
。

彼
の
一
生
は
短
か
け
れ
ど
も
彼
の
教
訓
は
長
か
り
き
。
彼
の
燃
し
た
る
革
命

の
聖
壇
の
霊
火
は
煌
々
と
し
て
消
ゆ
る
こ
と
な
け
む
。
彼
の
鳴
ら
し
た
る
革

命
の
角
笛
の
響
は
嚠
々
と
し
て
止
む
こ
と
な
け
む
。
彼
逝
く
と
雖
も
彼
逝
か

ず
。
彼
が
革
命
の
健
児
た
る
の
真
骨
頭
は
、
千
載
の
後
猶
残
れ
る
也
。
か
く
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し
て
粟
津
原
頭
の
窮
死
、
何
の
憾
む
所
ぞ
。
春
風
秋
雨
七
百
歳
、
今
や
、
聖

朝
の
徳
沢
一
代
に
光
被
し
、
新
興
の
気
運
隆
々
と
し
て
虹
霓
の
如
く
、
昇
平

の
気
象
将
に
天
地
に
満
ち
む
と
す
。
蒼
生
鼓
腹
し
て
治
を
楽
む
、
ま
た
一
の

義
仲
を
し
て
革
命
の
暁
鐘
を
な
ら
さ
し
む
る
の
機
な
き
は
、
昭
代
の
幸
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
四
十
三
年
二
月
）
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